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一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
は
、
平
成
18
年

度
よ
り
８
億
円
増
え
、
総
額
２
８
７
億
円
と

な
り
ま
し
た
。

　
主
な
内
訳
と
し
て
は
、
①

市
税
が
93
億
円

で
最
も
多
く
、②
地
方
交
付
税
75
億
円
、
③

市

債
40
億
円
、
④

国
・
県
支
出
金
37
億
円
、
⑤

交

付
金
・
譲
与
税
等
14
億
円
と
続
き
ま
す
。

　
一
方
、
歳
出
決
算
額
は
、
平
成
18
年
度
よ

り
９
億
円
増
え
、
総
額
2
7
7
億
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
内
訳
は
⑥

民
生
費
が
74
億
円
で
最
も
多
く
、

次
い
で
⑦

総
務
費
48
億
円
、
土
木
費
36
億
円
、

⑧

公
債
費
32
億
円
、
教
育
費
25
億
円
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
⑨

特
別
会
計
の
歳
入
・
歳
出
決
算

額
に
つ
い
て
は
次
ペ
ー
ジ
の
表
１
の
と
お
り

で
す
。

　
平
成
19
年
度
決
算
の
特
徴
と
し
て
は
、
所

得
税
か
ら
住
民
税
へ
の
税
源
移
譲
な
ど
に
よ

っ
て
市
税
収
入
が
増
え
た
こ
と
、
少
子
・
高

齢
化
に
伴
っ
て
民
生
費
の
支
出
が
増
え
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
具
体
的
に
実
施
し
た
事
業
と
し
て
は
、「
に

ぎ
わ
い
」
の
あ
る
都
市
づ
く
り
に
向
け
て
、

農
業
施
設
整
備
事
業
や
緊
急
地
方
道
整
備
事

業
等
を
、
「
や
す
ら
ぎ
」
の
あ
る
都
市
づ
く

り
に
向
け
て
、
ご
み
処
理
事
業
や
生
活
保
護

費
支
給
事
業
等
を
、
「
き
ら
め
き
」
の
あ
る

都
市
づ
く
り
に
向
け
て
、
旧
峡
東
病
院
改
修

工
事
事
業
や
小
学
校
維
持
管
理
事
業
等
が
あ

り
ま
す
。

①
市
税
　

市
が
集
め
る
税
金

固
定
資
産
税
46
億
円
、
市
民
税
36
億
円
、

た
ば
こ
税
５
億
円
な
ど

②
地
方
交
付
税

国
が
集
め
て
、
自
治
体
の
行
財
政
状

況
に
応
じ
て
配
分
さ
れ
る
税
金

③
市
債
　

　
市
の
借
金

④
国
・
県
支
出
金

　
国
や
県
か
ら
の
補
助
金

⑤
交
付
金
・
譲
与
税
等

　
国
や
県
が
集
め
て
市
町
村
に
交
付
・

譲
与
さ
れ
る
税
金

地
方
消
費
税
交
付
金
７
億
円
、
自
動

車
重
量
譲
与
税
３
億
円
、
自
動
車
取

得
税
交
付
金
２
億
円
な
ど

⑥
民
生
費

福
祉
、
年
金
、
医
療
、
保
育
な
ど
へ

の
支
出

⑦
総
務
費

庁
舎
管
理
、
人
件
費
、
戸
籍
事
務
な

ど
へ
の
支
出

⑧
公
債
費

　
借
金
返
済
の
た
め
の
支
出

⑨
特
別
会
計

一
般
会
計
か
ら
分
離
し
て
、
特
定
の

目
的
を
持
っ
た
事
業
を
行
う
会
計

　平成19年度の一般会計と特別会計の決算が笛吹市議会定例会で認定されました。市民の皆

さんが納めた税金や料金がどのように使われ、まちづくりにどう反映されたのか、その概要

を報告します。

議会費
3

歳出総額
277億円

総務費
48

民生費
74

衛生費
19

農林水産業費
17

商工・労働費
3

土木費
36

消防費
11

教育費
25

公債費
32

その他
11

実質赤字比率� 赤字なし

連結実質赤字比率� 赤字なし

実質公債費比率� 13.1%

将来負担比率� 112.3%

� 不足なし
公営企業
資金不足比率

笛吹市

市営バス運行事業� ���3206万円

リニア対策事業� ���5137万円

観光イベント事業� ���8108万円

農業施設整備事業� ���3億 796万円

緊急地方道整備事業� ���3億3131万円

������

ごみ処理事業� ���4億5673万円

配水管布設・布設替整備事業� ���4億 69万円

消防車購入事業（消防本部）� ���1億5029万円

生活保護費支給事業� ���8億3348万円

健康診査事業� ���1億9037万円

御坂児童センター建設事業� ���1億5142万円

������

旧峡東病院改修工事事業� ���4億4678万円

史跡甲斐国分寺跡整備事業� ���1億6972万円

小学校維持管理事業� ���1億8851万円

体育施設管理運営事業� ���1億1844万円

　平成19年度決算から、全国自治体に自治体の財政状況を判断するための新たな指標が導入されまし

た。この導入には、公営事業会計や一部事務組合、第三セクターなどの決算を連結することにより、

いわゆる“かくれ借金”を発見する狙いがあります。

　本市の平成19年度の健全化判断比率は、いずれも基準内に納まっていました。市では、今後も将来

へツケを残さない財政運営に心がけていきたいと思います。（表２）

○実質赤字比率とは………普通会計の単年度収支の赤字の比率
○連結実質赤字比率とは…普通会計+公営事業会計の単年度
　　　　　　　　　　　　収支の赤字の比率
○実質公債費比率とは……普通会計+公営事業会計+一部事務
　　　　　　　　　　　　組合会計の単年度の借金返済額の
　　　　　　　　　　　　比率（25.0%以内であれば健全）
○将来負担比率とは………普通会計+公営事業会計+一部事
　　　　　　　　　　　　務組合会計+第三セクター会計の
　　　　　　　　　　　　収入に対する借金残高の比率
　　　　　　　　　　　　（350.0%以内であれば健全）
○公営企業資金不足比率…公営事業会計の単年度収支の
　　　　　　　　　　　　資金不足の比率

歳入総額
287億円

市税
93

交付金
・譲与税等
14

地方交付税
75

国県支出金
37

市債
40

繰入金
5

繰越金
11

その他
12

（単位��億円）

（単位��億円）

国民健康保険特別会計�
　　　　（歳入）�80億 762万円
　　　　（歳出）�78億7368万円
老人保健特別会計�
　　　　（歳入）�62億8498万円
　　　　（歳出）�62億8498万円
介護保険特別会計�
　　　　（歳入）�41億1102万円
　　　　（歳出）�40億8927万円
介護サービス特別会計�
　　　　（歳入）� 1409万円
　　　　（歳出）� 1167万円
公共下水道特別会計�
　　　　（歳入）�38億 567万円
　　　　（歳出）�37億4644万円
農業集落排水特別会計�
　　　　（歳入）� 9287万円
　　　　（歳出）� 8946万円
簡易水道特別会計�
　　　　（歳入）�10億6034万円
　　　　（歳出）�10億2408万円
温泉事業特別会計�
　　　　（歳入）� 9908万円
　　　　（歳出）� 8256万円
恩賜県有財産保護財産区管理会
�　　　　　（9特別会計合計額）
　　　　（歳入）� 4550万円
　　　　（歳出）� 410万円

水道事業会計
　（収益的収入）�8億8079万円
　（収益的支出）�8億5643万円
　（資本的収入）� 6億 812万円
　（資本的支出）�8億6094万円



①
給
与
所
得

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
与
所
得
に
あ
た

る
「
市
税
」
は
市
の
主
要
な
自
主
財
源
。

収
入
に
占
め
る
自
主
財
源
の
割
合
が

高
い
ほ
ど
財
政
が
健
全
。

②
住
宅
ロ
ー
ン
返
済
金

こ
れ
に
あ
た
る
「
公
債
費
」
は
、「
扶

助
費
」
や
「
人
件
費
」
と
と
も
に
削

減
が
困
難
な
お
金
。
支
出
に
占
め
る

割
合
が
少
な
い
ほ
ど
健
全
。

③
生
活
費
の
援
助

こ
れ
に
あ
た
る
の
が
「
地
方
交
付
税
」。

標
準
的
な
行
政
に
必
要
な
お
金
は
、「
地

方
交
付
税
」
と
し
て
国
か
ら
配
分
さ

れ
て
い
る
。
近
年
は
減
少
傾
向
。

④
子
供
へ
の
仕
送
り

こ
れ
に
あ
た
る
の
は
「
繰
出
金
」。

国
保
や
水
道
な
ど
の
特
別
会
計
は
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
で
補
わ
れ

て
い
る
。

仕
送
り
に
頼
ら
ず
、
自
立
で
き
る
の

が
理
想
。

⑤
家
の
改
築
費
の
援
助

国
や
県
は
、
公
共
施
設
を
建
て
る
と

き
な
ど
に
市
町
村
に
「
支
出
金
（
補
助

金
）」
を
交
付
す
る
。

⑥
小
遣
い

笛
吹
市
で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
や

行
政
区
、
観
光
連
盟
、
医
師
会
な
ど

に
「
補
助
費
」
を
支
給
し
、
公
共
的

な
活
動
を
応
援
し
て
い
る
。

⑦
保
険

生
活
保
護
や
医
療
、
高
齢
者
福
祉
な

ど
の
社
会
保
障
に
か
か
る
支
出
を
「
扶

助
費
」
と
言
う
。
少
子
・
高
齢
化
に

伴
っ
て
扶
助
費
が
増
え
続
け
て
い
る
。

⑧
自
動
車
ロ
ー
ン

こ
れ
に
あ
た
る
「
市
債
」
は
、
資
金

調
達
の
手
段
の
一
つ
。

笛
吹
市
民
の
市
債
残
高
は
、
１
人
あ

た
り
47
万
円
で
、
特
別
会
計
を
含
め

る
と
92
万
円
に
な
る
。

一
方
、
貯
金
残
高
に
あ
た
る
「
基
金
」

は
１
人
あ
た
り
16
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

⑨
車
の
買
換
え

車
の
買
換
え
の
よ
う
に
、
将
来
の
財

産
と
な
る
支
出
を
「
普
通
建
設
事
業

費
等
」
と
い
う
。

道
路
や
学
校
の
建
設
費
な
ど
金
額
が

大
き
い
の
が
特
徴
。

⑩
食
費

「
人
件
費
」
を
食
費
に
置
き
換
え
て
み

た
。

笛
吹
市
で
は
５
年
間
で
職
員
1
0
0

人
減
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
ス
リ
ム

な
市
役
所
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
ふ
え
ふ
き
家
の
主
な
収
入
は
、
会
社
員
ハ

ル
ノ
ブ
の
①

給
与
所
得
と
ユ
ウ
の
パ
ー
ト
収

入
で
す
。
こ
れ
だ
け
で
は
、
②

住
宅
ロ
ー
ン

の
返
済
を
は
じ
め
、
家
計
を
や
り
く
り
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
東
京
で
暮
ら
し
て

い
る
父
カ
ン
ス
ケ
か
ら
③

生
活
費
の
援
助
を

受
け
て
い
ま
す
。

　
あ
る
日
、
ハ
ル
ノ
ブ
は
、
電
話
で
父
カ
ン

ス
ケ
と
こ
ん
な
会
話
を
し
て
い
ま
し
た
。

「
も
し
も
し
、
カ
ン
ス
ケ
父
さ
ん
、

ハ
ル
ノ
ブ
だ
よ
。

実
は
、
タ
ロ
ウ
へ
の
④

仕
送
り
が

増
え
た
り
、
家
の
改
築
と
か
で
家

計
が
ピ
ン
チ
な
ん
だ
。
ま
た
少
し

⑤

援
助
し
て
く
れ
な
い
か
な
。
父

さ
ん
は
年
金
た
く
さ
ん
も
ら
っ
て

い
る
ん
だ
よ
ね
」

「
そ
う
で
も
な
い
ん
だ
よ
。

最
近
は
医
者
に
か
か
る
こ
と
が
多

く
な
っ
て
、
わ
し
も
生
活
が
苦
し

い
ん
だ
よ
」

「
父
さ
ん
も
大
変
な
ん
だ
な
。

さ
て
、こ
れ
か
ら
ど
う
し
よ
う
…
」

　
そ
の
晩
、
久
し
ぶ
り
に
山
梨
に
帰
っ
て
き

た
タ
ロ
ウ
を
交
え
て
、
ふ
え
ふ
き
家
は
家
族

会
議
を
開
き
ま
し
た
。

「
…
こ
ん
な
状
況
だ
か
ら
、
支
出

を
減
ら
し
て
い
か
な
き
ゃ
な
ら
な

い
。

み
ん
な
も
協
力
し
て
く
れ
」

「
俺
の
⑥

小
遣
い
を
減
ら
す
の
だ

け
は
勘
弁
し
て
く
れ
よ
。

タ
ロ
ウ
兄
ち
ゃ
ん
へ
の
仕
送
り
の

方
が
多
い
じ
ゃ
な
い
か
」

「
こ
れ
以
上
削
ら
れ
た
ら
生
活
で

き
な
い
よ
」

「
み
ん
な
、
自
分
の
こ
と
だ
け
じ

ゃ
な
く
て
、
少
し
は
家
計
の
こ
と

も
考
え
て
ち
ょ
う
だ
い
」

「
去
年
よ
り
⑦

社
会
保
険
料
が
増

え
て
、
給
料
の
手
取
り
が
減
っ
た

た
め
に
生
活
が
苦
し
く
な
っ
た
な
。

⑧

借
金
し
て
⑨

車
を
買
わ
な
き
ゃ

良
か
っ
た
。

だ
け
ど
、
い
つ
ま
で
も
カ
ン
ス
ケ

父
さ
ん
の
援
助
を
あ
て
に
す
る
わ

け
に
も
い
か
な
い
し
な
。
早
く
自

立
で
き
る
よ
う
に
頑
張
ろ
う
」

「
俺
も
バ
イ
ト
を
増
や
し
て
、
仕

送
り
に
頼
ら
な
い
で
生
活
で
き
る

よ
う
頑
張
る
よ
」

「
俺
も
協
力
す
る
よ
。
明
日
か
ら
、

家
事
を
手
伝
う
よ
」

「
タ
ロ
ウ
も
ジ
ロ
ウ
も
あ
り
が
と
う
。

助
か
る
わ
。
私
は
少
し
⑩

食
費
を

切
り
詰
め
て
み
る
わ
ね
。
外
食
も

控
え
ま
し
ょ
う
ね
」

「
そ
う
そ
う
、
隣
の
『
ゆ
う
ば
り
家
』

は
借
金
の
返
済
で
厳
し
い
ら
し
い

よ
。
わ
が
家
も
気
を
つ
け
な
い
と

な
。
い
つ
ま
で
も
家
族
が
健
康
で

暮
ら
せ
る
よ
う
協
力
し
て
い
こ
う

よ
」

■
問
合
せ
先

　
経
営
政
策
部
　
財
政
課
　
行
政
改
革
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１
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【
訪
問
系
】

　
在
宅
の
障
害
者
宅
に
訪
問
し
て
行
う

福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
、
居
宅
介
護
（
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
）
な
ど
の
ほ
か
、
重
度
訪
問

介
護
、
行
動
援
護
、
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

短
期
入
所
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

【
日
中
活
動
系
】

　
在
宅
の
障
害
者
で
、
日
中
、
医
療
支

援
が
必
要
な
方
や
、
入
浴
な
ど
生
活
介

護
が
必
要
な
場
合
、
医
療
機
関
・
福
祉

施
設
な
ど
で
過
ご
す
日
中
支
援
の
こ
と

で
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
授
産
施
設
や
更
生
施
設

で
の
訓
練
、
就
労
移
行
訓
練
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

【
居
住
系
】

　
一
般
の
在
宅
居
住
が
困
難
で
、
ケ
ア

ホ
ー
ム
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
施

設
に
入
所
し
て
生
活
す
る
必
要
が
あ
る

方
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
市
独
自
の

事
業
と
し
て
、
必
要
な
方
に
障
害
者
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。

○
対
象
者

　
自
立
支
援
法
で
の
認
定
で
、
非
該
当

ま
た
は
軽
度
で
日
中
支
援
を
利
用
で
き

な
い
と
判
定
さ
れ
た
方
の
う
ち
、
福
祉

上
の
事
情
に
よ
り
、
こ
の
事
業
が
必
要

と
判
断
さ
れ
た
方
な
ど
が
対
象
で
す
。

○
予
算
額
　
２
９
０
０
万
円

　
在
宅
の
心
身
障
害
者
の
自
立
更
生
を

目
的
と
し
た
作
業
所
（
市
内
４
カ
所
）
で
、

運
営
は
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
間
授
産
施
設
１

カ
所
に
運
営
費
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

○
予
算
額
　
９
９
７
３
万
４
０
０
０
円

　
障
害
を
お
持
ち
の
方
の
社
会
参
加
や

地
域
活
動
な
ど
、
障
害
者
の
地
域
生
活

を
支
援
し
て
い
く
事
業
で
す
。

　
　
市
の
予
算
で
行
う
こ
れ
ら
の
事
業
の
ほ
か

に
も
、
障
害
者
を
支
援
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
福

祉
事
業
が
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
次
の
事
業
に
つ
い
て
の
相
談
も
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

○
重
度
の
障
害
者
が
暮
ら
す
た
め
の
家
屋
の

改
修

○
遷
延
（
せ
ん
え
ん
）
性
意
識
障
害
者
紙
お

む
つ
助
成
（
遷
延
性
意
識
障
害
と
は
、

疾
病
ま
た
は
事
故
に
よ
り
、
摂
食
の
不
可
・

寝
た
き
り
・
最
重
度
の
意
識
障
害
の
状

態
が
３
カ
月
以
上
続
い
た
状
態
の
こ
と

で
す
）

○
自
動
車
税
の
減
免

○
N
H
K
受
信
料
免
除

○
自
動
車
燃
料
費
助
成

○
そ
の
ほ
か
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
こ
と

　
分
か
ら
な
い
事
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
保
健
福
祉
部
　
福
祉
総
務
課

障
害
福
祉
担
当

　
☎
０
５
５
（
２
６
２
）
１
２
７
１

関係者による記念植樹

公園の全景

　
障
害
者
福
祉
に
お
け
る
支
出
は
、
大
き
く

分
け
て
次
の
３
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

①
委
託
料

福
祉
事
業
の
運
営
を
委
託
す
る
た
め
の

費
用

②
補
助
金

福
祉
事
業
の
運
営
を
補
助
す
る
た
め
の

費
用

③
扶
助
費

住
民
（
障
害
者
）
の
生
活
を
支
援
す
る

た
め
の
費
用

　
事
業
に
必
要
な
予
算
は
、
国
の
負
担
、
県

の
負
担
、
市
の
負
担
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
事
業
に
よ
っ
て
は
、
市
が
独
自
で
上
乗

せ
、
ま
た
は
単
独
で
行
っ
て
い
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
更
生
医
療

○
予
算
額
　
７
３
８
２
万
５
０
０
０
円

　
18
歳
以
上
の
身
体
障
害
者
が
受
け
る
、

現
在
あ
る
障
害
を
軽
減
す
る
、
ま
た
は

生
命
維
持
す
る
た
め
の
医
療
費
で
す
。

■
精
神
通
院
医
療

○
予
算
　
国
県
支
出
金
よ
り
支
給

　
精
神
の
障
害
に
よ
り
、
通
院
に
よ
る

医
療
行
為
が
必
要
な
方
の
た
め
の
医
療

費
で
す
。

※
ど
ち
ら
も
、
市
民
税
課
税
額
に
よ
り
制
限

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
予
算
額
　
１
３
０
０
万
円

　
身
体
的
欠
損
や
機
能
障
害
を
補
う
た

め
の
補
装
具
購
入
費
を
助
成
す
る
事
業

で
す
。

　
た
だ
し
、
介
護
保
険
が
優
先
さ
れ
ま

す
の
で
、
給
付
で
き
な
い
物
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
民
税
課
税
額
に
よ
り
制
限
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
予
算
額
　
２
億
１
３
８
６
万
５
０
０
０
円

　
重
度
の
障
害
者
が
病
院
な
ど
で
保
険

診
療
を
受
け
た
時
の
、
医
療
費
の
自
己

負
担
（
各
保
険
の
付
加
給
付
金
お
よ
び

高
額
医
療
費
・
食
事
療
養
費
は
除
く
）

分
を
、
窓
口
無
料
化
に
よ
っ
て
助
成
す

る
事
業
で
す
。

　
県
外
医
療
や
針
き
ゅ
う
な
ど
、
一
部

医
療
は
償
還
払
い
（
要
申
請
）
と
な
り

ま
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

○
予
算
　
国
県
支
出
金
か
ら
支
給

　
20
歳
未
満
の
在
宅
の
心
身
障
害
児
を

扶
養
し
て
い
る
方
に
対
す
る
手
当
で
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

○
予
算
額
　
１
８
６
５
万
９
０
０
０
円

　
20
歳
以
上
で
、
身
体
ま
た
は
精
神
に

重
複
障
害
な
ど
の
著
し
い
障
害
が
あ
り
、

常
に
特
別
な
介
護
を
必
要
と
す
る
在
宅

の
障
害
者
に
対
す
る
手
当
で
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

○
予
算
額
　
８
９
７
万
３
０
０
０
円

　
20
歳
未
満
で
、
身
体
ま
た
は
知
的
・

精
神
に
、
重
複
障
害
な
ど
の
著
し
い
障

害
が
あ
り
、
常
に
特
別
の
介
護
を
必
要

と
す
る
在
宅
の
障
害
児
に
対
す
る
手
当

で
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

○
予
算
額
　
９
０
６
万
３
０
０
０
円

　
在
宅
の
重
度
障
害
者
が
タ
ク
シ
ー
を

利
用
す
る
場
合
に
、
タ
ク
シ
ー
券
を
発

行
し
、
そ
の
料
金
の
一
部
を
助
成
す
る

事
業
で
す
。

　
今
年
度
か
ら
、
重
度
心
身
障
害
者（
児
）

タ
ク
シ
ー
券
と
、
市
の
単
独
事
業
と
な

る
笛
吹
市
社
会
参
加
タ
ク
シ
ー
券
の
２

種
類
の
タ
ク
シ
ー
券
（
ひ
と
月
あ
た
り
そ

れ
ぞ
れ
２
枚
ず
つ
）を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
笛
吹
市
社
会
参
加
タ
ク
シ
ー
券
は
、
タ

ク
シ
ー
を
長
距
離
利
用
す
る
場
合
に
使

い
や
す
い
よ
う
に
、
１
回
の
乗
車
に
何
枚

で
も
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
重
度
心
身
障
害
者（
児
）タ
ク
シ

ー
券
の
内
部
障
害
者
へ
の
交
付
お
よ
び

笛
吹
市
社
会
参
加
タ
ク
シ
ー
券
は
、
市

が
独
自
に
交
付
し
て
い
ま
す
。

○
予
算
額
　
１
６
０
万
円

　
下
肢
ま
た
は
体
幹
機
能
に
障
害
が
あ
り
、

車
い
す
を
常
時
使
用
す
る
在
宅
の
重
度

身
体
障
害
者
を
介
助
す
る
た
め
の
リ
フ

ト
付
自
動
車
購
入
費
を
助
成
す
る
事
業

で
す
。

○
予
算
額
　
４
億
５
８
２
１
万
１
０
０
０
円

次
の
３
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　平成16年の石和西小開校にあたり、渋川・川づくり

懇談会から、渋川の改修要望とともに川辺を利用して子

どもたちに自然環境の教育ができるようにしたいとの提

案があったことから、県が主体となってこの公園の工事

を進めてきました。

　公園内のビオトープゾーン（西側）では、渋川の自然

環境の中で生息する野鳥や昆虫などを観察、学習できる

ようになっています。

　公園ゾーン（東側）には、入口から川辺までスロープ

が設置されていて、芝生やあずまやで休憩ができます。

　また、川辺の水中生物の観察ができるなど、水と親しめる公園に

なっています。

　多くの子どもたちや、市民の皆さんの憩いといやしの空間として、

ぜひご利用ください。

■公園の面積・主な施設

　○５１０７㎡

○あずまや（２カ所）・水飲み場（１カ所）・ベンチ（６カ所）・丸太

ベンチ（２カ所）・駐車スペース（３台）

　９月12日、石和町小石和地区（石和西小前）に「石和渋川水辺の公園」が完成し、荻野市長や各関係

者、石和西小児童など40人が参加して竣工式が行われました。

委託料��53,098
5.7%�

補助金��45,738
5.0%

扶助費��827,094
89.3%

（単位��千円）
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水
道
事
業
運
営
の
指
針
と
な
る
「
笛
吹
市

水
道
事
業
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
今
年
３

月
28
日
に
厚
生
労
働
大
臣
の
創
設
認
可
を
受

け
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
に
お
い
て
芦
川
町
を
除
く
６
町

の
水
道
事
業
を
統
一
し
、
広
瀬
ダ
ム
（
笛
吹

畑
か
ん
用
水
）
の
水
を
水
道
水
と
し
て
有
効

活
用
し
て
、
笛
吹
市
水
道
事
業
を
新
た
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
事
業
計
画
は
次
の
と
お
り
で
す
。

目
標
年
度
　
平
成
33
年
度

計
画
給
水
人
口
　
７
万
１
３
０
０
人

計
画
一
日
平
均
給
水
量
　
２
万
９
３
０
０
㎥

計
画
一
日
最
大
給
水
量
　
３
万
６
８
０
０
㎥

■
19
年
度
決
算
の
状
況

①
給
水
費
用
と
売
り
上
げ

平
成
19
年
度
中
の
各
町
別
の
1
㎥
の
飲

料
水
を
作
っ
た
費
用
と
1
㎥
の
飲
料
水

の
売
り
上
げ
は
、
図
１
の
グ
ラ
フ
の
と

お
り
で
す
。

②
現
在
の
市
内
水
道
料
金

２
カ
月
で
60
㎥
使
用
し
た
場
合
、
次
の

表
の
と
お
り
で
す
。

　
図
１
を
見
る
と
、
全
て
の
町
で
赤
字
の
状

況
で
す
。
今
後
、
芦
川
町
を
除
く
６
町
の
料

金
の
統
一
に
向
け
て
上
下
水
道
事
業
審
議
会

で
審
議
し
、
適
正
な
料
金
水
準
の
下
、
料
金

の
統
一
を
図
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

○
上
下
水
道
事
業
審
議
会
・
水
道
料
金
・
温

　
泉
使
用
料
に
つ
い
て

　
公
営
企
業
部
　
業
務
課

　
料
金
担
当
・
総
務
担
当

　
☎
０
５
５(

２
６
１)

３
３
４
５

○
水
道
基
本
計
画
に
つ
い
て

　
公
営
企
業
部
　
水
道
課

　
工
務
担
当
・
維
持
担
当

　
☎
０
５
５(

２
６
１)

３
３
４
６

芦川

一宮

春日居

御坂
八代

石和

境川

春日居浄水場
●

●
御坂浄水場

●
境川浄水場

石和町� 5,670

御坂町� 6,405

一宮町� 5,607

八代町� 5,145

境川町� 3,465

春日居町� 5,770

芦川町� 　840

60㎥
水量

地域

（単位��円）

年度（平成） H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33

■費用（円/㎥）
■売り上げ（円/㎥）単価

200.0

180.0

160.0

140.0

120.0

100.0

80.0

60.0

40.0

20.0

0.0
笛吹市石和町 御坂町 八代町 一宮町 境川町 春日居町 芦川町

102.3
109.8 104.7

162.0

113.2

127.7

90.8

162.9

108.3

146.3

78.5

120.8

101.0

185.2

31.6

131.2

①�構造物等の建設

��境川浄水場建設

��御坂浄水場建設

��春日居浄水場建設

��老朽化施設更新･改修

②�送配水管路等の建設

��配水幹線整備

��老朽管更新

笛吹市民講座「スコレー大学」3学期講座受講申込書

11月４日（火）～25日（火）　午前９時～午後５時

期間を過ぎても定員に達しない講座は、再募集する場合があります。

規定の申込書（コピー可）に記入して、持参・郵送・ファックスのいずれかでお申し込みください。

申込書は、市内各支所や図書館、各地域教育担当窓口などに置いてあります。なお、必ずそれぞれ

の講座番号と講座名をご記入ください。

○持参、郵送の場合

　「笛吹市教育委員会　生涯学習課　生涯学習担当」または「各支所地域課�地域教育担当」

　（閉庁日、休館日を除く）

○ファックスの場合

　「笛吹市教育委員会　生涯学習課　生涯学習担当」へ

〒４０６－００３１　笛吹市石和町市部８０９－１　笛吹市役所南館内

　　　　　　　　　　笛吹市教育委員会　生涯学習課　生涯学習担当

　　　　　　　　　　☎０５５(２６１)３３３９　　FAX０５５(２６１)３３４０

○各講座は約90分の予定ですが、講座により多少前後します。また、時間設定が特殊な講座もあり

ますので講座案内をご確認ください。

○応募者が定員を超えた場合は、抽選で受講者を決定します。その際は、笛吹市民優先となります。

○受講決定者には講座受講者決定通知書をお送りしますので、必ず内容をご確認ください。

○材料費・テキスト代・使用料・入場料・保険料などが必要な講座の受講決定者には、先にその費

用を納入していただきます。決定通知書でお知らせする銀行口座へ振り込んでください。なお、

期限までに納入されない場合は、キャンセルとみなされます。

○受講者の都合で受講ができなくなった場合は、負担金の返金はできません。主催者の都合で講座

が行われなかった場合は、振込み手数料を除いて返金します。

○希望者が一定の数に達しない場合など、講座を取りやめることもあります。

■ 募 集 期 間

■ 申 込 方 法

■申込・問合せ先

■そ� の� 他

　市教育委員会では、生涯学習の機会の充実を目指して市民講座を開講します。皆さんのお申し込み
をお待ちしています。

※市民講座の内容は、初心者を対象にしています。引き続き受講したい場合や、もう少し高いレベルの講座を受講した

い場合などは、自主(任意)グループを結成することで、施設使用料が助成され、講座の継続などができる場合もあり

ます。

　詳細については、各講座担当の生涯学習コーディネーターまたは生涯学習課職員にご相談ください。

住　所

電話番号 生年月日 明・大・昭・平　　年　　月　　日

ふりがな

男・女

申込者氏名

希望する
講座番号

希望する
講座番号 講　座　名講　座　名

〒
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梶原由起子先生

1000円

平成21年2月26日（木）、3月5日（木）
午後1時30分～

八代若彦路ふれあいセンター

15人

☆紙粘土を使って、自分だけのオリジナルメルヘンリー
スを作ります。初心者の方、大歓迎です。

福嶋孝一先生

2,000円

平成21年3月10日（火）　午後1時30分～

学びの杜みさか

10人

☆手作りの木製ポストをつくる教室です。ぬくもりの
ある作品で玄関を飾りましょう。

志村まき子先生

3,000円

平成21年3月3日（火）・10日（火）・17日（火）
午後１時30分～

春日居あぐり情報ステーション

15人

☆端午（たんご）の節句のお祝いに、五月人形を作って
プレゼントしませんか。

鶴田悠先生

2,000円

平成21年2月13日（金）　午後1時30分～

春日居あぐり情報ステーション

☆春のお花をアレンジします。大好きな人にチョコレー
トを添えて贈りましょう。

小林香織先生

境川総合会館

☆あなただけのアクセサリー作りです。珍しい木の実･
天然石をひもで編みつないだ素敵なアクセサリーで、
春の装いを楽しみませんか。

平成21年1月16日（金）・23日（金）・30日（金）
午前9時30分～

☆家庭の台所や身近にある、オリーブオイルやハーブな
ど人と自然に優しい「自然素材」を使った石けんとコ
スメ(化粧水など)1～2点を作ります。手洗い後などの
石けん液は24時間で分解され、赤ちゃんや肌の弱い方
も安心して使えます。

平成21年1月28日（水）、2月4日（水）・18日（水）
25日（水）�午前10時～

☆今までの「テグス」を使ったビーズと違い、針と糸で編み上
げるしなやかな質感の、品の良い美しさが際立つネックレ
スまたはブローチをスワロフスキーのパールやジルコニ
アも使用して作ります。普段使いやフォーマルな場面でも
活躍します。（生涯学習課に作品見本を展示中）

花田恵美子先生

2,000円

平成21年2月5日（木）･12日（木）
午後1時30分～3時

いちのみや桃の里ふれあい文化館

☆シュガークラフトでは、粉砂糖の粘土のようなペース
トで、花や人形などあらゆる装飾品が家庭で気軽に作
れます。1回目は帽子、2回目はベビーシューズを作る
初級講座です。

鶴田文雄先生

2,000円

平成21年1月15日（木）　午前9時30分～

春日居町福祉保健センター

20人

☆食品添加物のない「おいしい、安全、安い」の三拍子そ
ろった味噌作りをします。1人4キロの味噌をお持ち
帰りできます。

小林美智子先生

1,000円

平成21年1月14日（水）・21日（水）・28日（水）
2月4日（水）　午後１時30分～

いちのみや桃の里ふれあい文化館

15人

☆たんすの中で何年も着物が眠っていませんか。二重太
鼓を完璧にマスターして、もっと気軽に着物を着て出
かけましょう。母から娘へ送られた着物なら、なおさ
ら着てみたいですね。

講 師 定 員

場 所

受講料

日 時

講座1 初心者向け紙粘土づくり

講 師 定 員

場 所

受講料

日 時

講座2 木製ポストづくり教室

講 師 定 員

場 所

受講料

日 時

講座3 レザークラフト教室

講 師 20人定 員

場 所

受講料

日 時

講座4 バレンタインに贈るフラワーアレンジメント

講 師 15人定 員

場 所 4,000円受講料

平成21年3月5日（木）・12日（木）･19日（木）
午後1時30分～

日 時

講座5 マクラメ編みの技法で自然素材を使った
オリジナルアクセサリーづくり講座

深澤由美先生講 師 20人定 員

スコレーセンター場 所 3,000円受講料

日 時

講座6 自然素材の手作り石けん＆コスメ

小野まさ美先生・水村和惠先生講 師 15人定 員

スコレーパリオ場 所 1,800円受講料

日 時

講座7 ビーズステッチ(糸で編むしなやかなビーズ)

講 師 20人定 員

場 所

受講料

日 時

講座8 シュガークラフト教室

講 師 定 員

場 所

受講料

日 時

講座9 無添加味噌づくり教室

講 師 定 員

場 所

受講料

日 時

講座10 着物講座

弦間林業（有）　弦間和仁先生

800円

平成21年3月8日（日）　午前9時30分～

金川の森管理事務所

15人

☆金川の森でしいたけの植菌体験をします。自分で育て、
収穫する喜びを味わいましょう。

弦間林業（有）　弦間和仁先生

800円

平成21年3月8日（日）　午後1時30分～

金川の森管理事務所

15人

☆金川の森でしいたけの植菌体験をします。自分で育て、
収穫する喜びを味わいましょう。

秋山健先生

1,000円

平成21年2月7日（土）･14日（土）･21日（土）、
3月7日（土）　午後7時30分～9時

スコレーセンター

30人

☆演歌や歌謡曲が中心になります。声を出すことで、
心をリフレッシュして、健康になりましょう。

県立博物館　高橋修先生

無料

平成21年1月30日（金）、2月6日（金）・13日（金）
20日（金）・27日（金）　午後1時30分～

スコレーセンター

20人

☆笛吹市に関わる古文書を教材に、初めての方でも分
かりやすく古文書を学びます。くずし字辞書をお持
ちの方は持参してください。

小松明美先生

1,000円

平成21年1月14日（水）・28日（水）、
2月4日（水）・18日（水）、3月4日（水）　午後7時

石和図書館

15人

☆いろいろな作品を朗読します。朗読のための基本を
学びます。

梶原由起子先生

300円

平成21年1月22日（木）・29日（木）、2月5日（木）
12日（木）　午後1時30分～3時

八代総合会館

20人

☆「そろばん」で指先を使って、脳の活性化をしましょう。
掛算・割算・見取り算を学びます。初心者の方、大歓迎
です。

（株）ピーシーワークス

☆「インターネットをこれから使いたい、もっと使いこな
したい!」という方向けの講座です。便利なホームペー
ジの見方や電子メールのやり取り、回線の選び方や契
約方法、ネットオークション参加など、お得な情報満載
の講座です。

御坂町文化協会コーラス部員

無料

平成21年2月6日（金）･13日（金）･20日（金）･
27日（金）、3月6日（金）　午後8時～9時30分

御坂農村環境改善センター

10人

☆歌うことの楽しさを学びます。歌う前の準備運動や
発声練習、笑うことが健康への第一歩につながります。
みんなで楽しく笑顔で歌いましょう。

御坂町文化協会茶道部員

1,000円

平成21年1月22日（木）･29日（木）、2月12日
（木）･26日（木）、3月12日（木）　午後1時～3時

御坂農村環境改善センター

15人

☆作法、薄茶のいただき方、盆略手前など、茶道の基
本を学びます。初めての方もお気軽にご参加ください。

御坂町文化協会書道部員

3,000円

平成21年1月24日（土）、2月7日（土）･21日（土）
3月7日（土）･28日（土）　午後1時30分～3時30分

御坂農村環境改善センター

20人

☆楷書(かいしょ)・行書・草書や、かななどの基礎を学
びます。「書く」ことの楽しさや面白さを味わってみ
ませんか。�

講 師 定 員

場 所

受講料

日 時

講座11 椎茸植菌体験教室①

講 師 定 員

場 所

受講料

日 時

講座12 椎茸植菌体験教室②

講 師 定 員

場 所

受講料

日 時

講座13 健康カラオケ教室

講 師 定 員

場 所

受講料

日 時

初心者のための古文書解読講座

講 師 定 員

場 所

受講料

日 時

講座14 朗読教室

講座15

講 師 定 員

場 所

受講料

日 時

講座16 今だからこそ「そろばん」

講 師 20人定 員

（株）ピーシーワークス場 所 4,200円受講料

平成21年2月13日（金）・17日（火）・20日（金）
24日（火）・27日（金）　午後7時～9時

日 時

講座17 インターネット・メール講座

講 師 定 員

場 所

受講料

日 時

講座18 初心者コーラス教室

講 師 定 員

場 所

受講料

日 時

講座19 初心者茶道教室

講 師 定 員

場 所

受講料

日 時

講座20 初心者書道教室
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一宮町文化協会茶道部員

1,000円

平成21年2月6日（金）･13日（金）･20日（金）･
27日（金）、3月6日（金）　午後7時～9時

いちのみや桃の里ふれあい文化館

15人

☆客としての作法、茶室への入り方、お菓子、薄茶のいた
だき方、道具の拝見の仕方など、茶道の作法を学びます。

一宮町文化協会水石部員

無料

平成21年2月14日（土）･21日（土）（講義）
午後6時30分～8時
3月7日（土）･14日（土）（探石）
午前9時～午後4時30分

いちのみや桃の里ふれあい文化館

☆初回と2回目は、水石の鑑賞と種類についてのお話を
聞き、3回目は、自然の河川へ探石に行きます。水石の
魅力を感じてください。※4回目は、探石の予備日です。

春日居町文化協会茶道部員

5,000円

平成21年2月17日（火）･24日（火）、3月3日（火）
10日（火）･17日（火）　午前10時～12時

八代総合会館

15人

☆和服を着て本格的な茶道の雰囲気を味わい、日本の文
化に触れてみませんか。着物の着付けもお教えします。

境川町文化協会煎茶道部員

500円

平成21年1月20日（火）･27日（火）、2月3日（火）
10日（火）、3月17日（火）　午前10時～12時

境川総合会館

15人

☆煎茶についてのお話を聞いて、煎茶の味・作法・楽しみ
方を学びます。

境川町文化協会きりえ部員

2,000円

平成21年1月16日（金）･23日（金）･30日（金）、
2月6日（金）･13日（金）　午後7時30分～9時

境川総合会館

20人

☆きりえは、紙をカッターナイフで切って絵にしていく、
極めてシンプルな絵画技法です。皆さん、きりえを
体験してみませんか。

石和町文化協会茶道部員

1,500円

平成21年1月31日（土）、2月7日（土）･21日（土）
28日（土）、3月7日（土）��午後1時30分～3時30分

境川総合会館

10人

☆茶の湯についてのお話を聞きながら、お茶のたて方、
お菓子のいただき方、お茶を通じてのもてなしの作法
などを学びます。

石和町文化協会華道部員

5,000円

平成21年2月6日（金）･13日（金）･20日（金）･
27日（金）、3月6日（金）　午後1時～3時

スコレーパリオ

10人

☆生け花についてのお話を聞きながら、各回ごとに花を
生けていきます。生けるコツを学びましょう。

石和町文化協会三味線部員

6,500円（三味線レンタル料など）
※三味線をお持ちの方は受講料が異なりますので、
　お問い合わせください。

平成21年1月16日（金）･30日（金）、2月6日（金）
13日（金）･20日（金）��午後7時30分～9時30分

スコレーセンター

10人

☆初心者向け三味線講座です。音の出し方から始めて、簡単
な曲ができるように練習します。なお、三味線をお持ちで
ない方にはお貸しします。

石和町文化協会スコレーダンス部員

無料

平成21年2月12日（木）･19日（木）･26日（木）、
3月5日（木）･12日（木）　午後7時30分～9時

スコレーセンター20人

☆初心者を対象に、初歩的なステップを学び、最終回
には、全員で曲に合わせて踊ります。楽しいひとと
きを過ごしましょう。

半田美恵子先生

無料

平成21年1月20日（火）、2月3日（火）・17日（火）
午前10時～11時30分

御坂農村環境改善センター

30人

☆演歌や歌謡曲、音楽に合わせて心も身体もほぐしましょ
う。激しい動きはしませんので、気軽に参加してくだ
さい。

講 師 定 員

場 所

受講料

日 時

講座21 初心者茶道マナー教室

講 師 40人定 員

場 所 受講料

日 時

講座22 初心者水石教室

講 師 定 員

場 所

受講料

日 時

講座23

講 師 定 員

場 所

受講料

日 時

講座24 煎茶を楽しむ教室

講 師 定 員

場 所

受講料

日 時

講座25 初心者きりえ教室

講 師 定 員

場 所

受講料

日 時

講座26 茶の湯を体験しましょう！

講 師 定 員

場 所

受講料

日 時

講座27 楽しく花を活けましょう！

講 師 定 員

場 所

受講料

日 時

講座28 初心者三味線教室

講 師

定 員 場 所

受講料

日 時

講座29 初心者のための社交ダンス教室

講 師 定 員

場 所

受講料

日 時

講座30 リズムビクス体操教室

半田美恵子先生

無料

平成21年3月3日（火）･10日（火）･17日（火）･
24日（火）　午前10時～11時30分

境川坊ヶ峯ふれあいセンター

20人

☆体の筋肉や関節をゆっくり動かす調整体操と、頑張
り過ぎない有酸素運動で、心も体も心地良くリフレッ
シュしませんか。

自彊術指導員　遠藤ゆり子先生

無料

平成21年1月17日（土）･24日（土）･31日（土）、
2月7日（土）･14日（土）��午前10時～11時30分

いちのみや桃の里ふれあい文化館

20人

☆年齢に関係なく、道具も使わず、頭から足の先まで
元気になる日本最古の健康体操を体験してみませんか。

写真家　松村誠先生 30人

☆教会司祭を歴任した経歴を持つ松村誠氏の作品は、「生命
と自然」をテーマに制作され、喜びと希望が満ちています。
それは母なる自然が一枚一枚の写真を通して私たちに語
りかける生命のメッセージであり、平和への道しるべです。

社会保険労務士　原田正明先生

3,990円

平成21年1月17日（土）･31日（土）、2月14日（土）
･28日（土）、3月14日（土）　午後5時～6時30分

学びの杜みさか

30人

☆老齢・障害・遺族年金の解説から障害年金と成年後見
や遺言などの関係について、分かりやすく説明します。

☆「平成17年全日本社会人落語選手権大会準優勝」に輝
いた柴崎先生による、落語を通じて学べる省エネ講座
です。家庭・地域から省エネ作戦を開始しましょう。

東京電力（株）甲府支社職員

1,600円（昼食代）

平成21年3月7日（土）
午前6時15分　市八代支所駐車場集合
午後8時頃　　��市八代支所到着予定

東京電力柏崎刈羽原子力発電所（新潟県）

40人

☆エネルギーの一つである原子力の発電所を見学します。
また、車中では、ビデオ上映などによる勉強会も行います。

①中山先生�②早川先生�③土屋先生

無料

平成21年2月5日（木）　午後0時30分
スコレーセンター南側駐車場集合出発

①�山梨伝統工芸館�②（株）印伝屋上原勇七「甲州印伝」
③（有）土屋華章彫刻制作所「甲州水晶貴石細工」

30人

☆山梨県の郷土伝統工芸品の中で、今回は、国指定の伝統工芸
品産業を2カ所訪ねます。製品の主要部分が手工業的である、
伝統的な技術･技法による製造過程を身近で見学します。

裁判所職員

無料

平成21年3月10日（火）　午後1時10分
スコレーセンター南側駐車場集合出発

甲府地方裁判所

20人

☆いよいよ日本でも市民が刑事裁判に参加する裁判員
制度が、来年5月21日からスタートします。裁判員制度
について学習しましょう。裁判所で講座を実施します
ので、予定が合えば裁判の傍聴もあります。

甲府地方気象台気象情報官　松沢正孝先生・
東海地震防災官　渡辺徹先生

無料

2月10日（火）
午前8時40分��スコレーセンター南側駐車場
　　　　　　　集合出発
2月17日（火）・24日（火）　午前10時

平成21年2月10日（火）　甲府地方気象台
2月17日（火）・24日（火）�市役所南館3階会議室

30人

☆「天気予報は、どこでどうやって作られているの？
東海地震はどのようなもの？」専門官の案内で、甲
府地方気象台で現地研修します。山梨県の気象や東
海地震について、分かりやすく教えてもらえます。
明日への備えもこれで大丈夫。

※地震や気象の変化により、災害の発生または災害の
発生が予想される場合は、中止や延期することがあ
ります。

講 師 定 員

場 所

受講料

日 時

講座31 ボディケア体操講座

講 師 定 員

場 所

受講料

日 時

講座32 自彊(じきょう)術体操

講 師 定 員

スコレーセンター場 所 無料受講料

平成21年2月5日(木)　午後7時～8時30分日 時

講座33 笛吹市発～平和へのメッセージ～
「平和」～写真家��松村��誠��ライブトーク

講 師 定 員

場 所

受講料

日 時

年金の基礎知識の解説：障害年金と
成年後見の関係

柴崎堯先生講 師 50人定 員

働く婦人の家（八代町）場 所 無料受講料

平成21年1月29日（木）　午後7時～8時30分日 時

講座34 みんなの笑顔が地域をつなぐ⑤
～ゴミまで買っていませんか?
　　　　落語による省エネ大作戦～

講座35

講 師 定 員

場 所

受講料

日 時

講座36 みんなの笑顔が地域をつなぐ⑥
～原子力発電の今日と明日～

講 師 定 員

場 所

受講料

日 時

講座37 シリーズ地場産業・やまなしを知る

講 師 定 員

場 所

受講料

日 時

講座38 裁判員制度学習講座

講 師

定 員

場 所

受講料

日 時

講座39 「甲府地方気象台見学」と「山梨の
気象と地震」
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寺本古代寺院跡三重塔　復元模型

甲斐国分寺塔跡　発掘状況

寺本古代寺院塔跡　発掘状況

　
笛
吹
市
内
に
は
、
山
梨
最
古
の
お
寺
で
あ

る
「
寺
本
古
代
寺
院
跡
」（
春
日
居
町
寺
本
）

と
奈
良
時
代
に
聖
武
天
皇
の
命
令
で
建
て
ら

れ
た
「
甲
斐
国
分
寺
跡
」
（
一
宮
町
国
分
）

の
２
カ
所
に
、
古
代
の
塔
跡
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
の
笛
吹
市
探
訪
で
は
、
こ
の
二

つ
の
塔
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
６
世
紀
後
半
に
朝
鮮
半
島
を
通
じ
て
伝
え

ら
れ
た
仏
教
は
、
最
先
端
の
文
化
や
技
術
を

日
本
に
も
た
ら
し
ま
し
た
。
朱
塗
り
の
柱
と

漆
喰
（
し
っ
く
い
）
の
壁
に
彩
ら
れ
た
お
寺

の
建
物
、
そ
の
中
で
も
ひ
と
き
わ
高
い
塔
は
、

当
時
の
人
々
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
と
思

い
ま
す
。

　
塔
は
、
お
釈
迦
（
し
ゃ
か
）
様
の
墓
と
し

て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
お
寺
の
象
徴
的
な

建
物
で
し
た
。
お
寺
の
塔
と
い
う
と
、
一
般

的
に
は
三
重
塔
や
五
重
塔
な
ど
の
木
造
の
層

塔
を
指
し
ま
す
。
現
在
で
は
三
重
塔
と
五
重

塔
し
か
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
か
つ
て
は
、

飛
鳥
の
百
済
大
寺
（
く
だ
ら
た
い
じ
）
で
九

重
塔
、
奈
良
の
東
大
寺
な
ど
で
七
重
塔
が
建

て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
特
に
、
東
大
寺
の
塔

は
、
１
０
０
ⅿ
を
超
え
て
い
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
塔
の
建
物
は
平
面
が
正
方
形
で
、
中
心
に

「
心
柱
（
し
ん
ば
し
ら
）
」
と
い
う
根
元
か

ら
天
辺
ま
で
を
貫
く
柱
が
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
柱
を
支
え
る
石
を
「
礎
石
（
そ
せ
き
）」、

そ
の
中
で
も
、
心
柱
を
支
え
る
礎
石
を
「
心

礎
（
し
ん
そ
）
」
と
呼
び
、

心
礎
に
は
お
釈
迦
様
の
骨
で

あ
る
「
舎
利
（
し
ゃ
り
）
」

が
納
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
（
多

く
の
場
合
は
、
水
晶
な
ど
で

代
用
さ
れ
ま
す
）。
で
す
か
ら
、

建
物
が
壊
れ
て
無
く
な
っ
て

も
、
柱
を
支
え
て
い
た
礎
石

の
置
き
方
に
よ
っ
て
、
塔
の

大
き
さ
な
ど
を
推
定
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
冒
頭
で
ご
紹
介
し
た
寺
本

古
代
寺
院
跡
に
は
、
心
礎
だ
け
が
残
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
発
掘
調
査
に
よ
り
、
一
辺
が

約
５
・
４
ⅿ
の
建
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
こ
の
大
き
さ
は
、
奈
良
県
の
当

麻
寺
（
た
い
ま
で
ら
）
に
あ
る
東
西
二
つ
の

三
重
塔
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
そ
の
た
め
、
寺

本
の
塔
は
、
高
さ
24
ⅿ
程
度
の
三
重
塔
で
あ

っ
た
と
推
定
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
国
分
寺
の
塔
は
、
七
重
塔

を
建
て
る
よ
う
に
と
命
じ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
天
平
13
年
（
７
４
１
年
）

に
出
さ
れ
た
国
分
寺
建
立
の
詔
（
み

こ
と
の
り
）
の
中
に
、
「
そ
れ
造
塔
之

寺
（
ぞ
う
と
う
の
て
ら
）
、
兼
ね
て
国

の
華
と
為
す
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

塔
は
「
国
の
華
」
、
つ
ま
り
古
代
甲
斐

国
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
考
え
ら
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。

　
国
分
寺
の
塔
跡
に
は
、
心
礎
を
含

め
て
14
個
の
礎
石
が
残
っ
て
い
て
、

一
辺
が
９
・
８
ⅿ
あ
り
ま
す
。
こ
の

大
き
さ
は
、
京
都
の
東
寺
に
あ
る
五
重
塔
に

匹
敵
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
国
分
寺
跡
の
塔

は
、
高
さ
50
ⅿ
程
度
の
七
重
塔
あ
る
い
は
五

重
塔
で
あ
っ
た
と
推
定
し
て
い
ま
す
。

　
山
梨
県
内
に
は
、
そ
の
後
い
く
つ
か
の
塔

が
建
て
ら
れ
ま
し
た
が
、
国
分
寺
の
大
き
さ

を
超
え
る
塔
は
現
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
塔
が
県
内
で
最
大
の
塔
で
あ
っ
た
と
言

え
ま
す
。

　
ま
た
、
国
分
寺
跡
の
北
側
に
あ
る
甲
斐
国

分
尼
寺
跡
に
は
、
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
、
全
国
の
国
分
尼
寺
跡
に
共
通

し
て
い
る
こ
と
な
の
で
す
が
、
国
分
寺
と
一

体
の
存
在
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、
そ

の
理
由
の
よ
う
で
す
。

　
高
層
建
築
の
な
か
っ
た
当
時
、
寺
本
と
国

分
寺
の
二
つ
の
塔
は
、
新
し
い
文
化
の
到
来

を
示
す
存
在
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
二
つ
の
塔
が
そ
び
え
る
姿
は
、
甲
斐
国

千
年
の
都
を
象
徴
す
る
景
観
だ
っ
た
と
想
像

で
き
ま
す
。

家庭部会　「家庭の日」の語呂合わせ、「輝け� チャチャチャ� 笛吹の未来」の歌を発表し、会場全体で手拍子
をしながら楽しく歌いました。

地域部会　会話劇「勇気を持って役員になろう」を発表しました。会場の観客はその面白さに笑いながらも、
真剣に劇を見ていました。

職場部会　市長・教育長あてに審議会への女性登用をお願いしたことや、今後の取り組み予定を発表しました。

　この後に行われた民生委員児童委員との意見交換では、次のような意見が出されました。
○男女共同参画を進めるには、家庭内での話し合いが重要。とかく男性は自分の考えを押しとおし、逆に女性

は控えめなので、反省するべきだと思う。（男性）
○地区役員の経験があるが、家事をお嫁さんと交代で助け合い、活動することができた。男性の協力がもっと

必要だと思った。（女性）
○楽しく見せていただいた。ただ単に男女平等ということではなく、それぞれの特性を生かすべきだと思う。（男

性）
○男性が外へ出て活動する方がいいと思っている人が多いようだが、家庭の中で話し合い、理解や協力が必要

だと思う。（女性）
　有意義な意見交換でした。今後もさまざまな場面で民生委員児童委員の皆さんに、男女共同参画の推進にご
協力いただきたいと思います。

※男女共同参画推進委員会ではこのような発表の場を大募集しています。地区や団体のちょっとした集まりに
ぜひ、声をかけてください。

　８月２９日、国立女性教育会館の主催「男女共同参画のための実践
と研究の交流推進フォーラム」に委員８人が参加しました。
　フォーラムでは、内閣府男女共同参画局長による国の男女共同参画
最新データの説明やリレートークを聞いた後、各自が希望のワークシ
ョップに参加しました。
　ワークショップのうち、札幌市男女共同参画センターの「“気づき”
を広げる～体験！男女共同参画ワークショップ」では、全国から集ま
った３０人が４班に分かれ、ゲームを使って男女共同参画の理解を広める体験をしました。委員たちは、
日頃、地域に男女共同参画の理解をどうやって広めたら良いかと悩んでいましたが、楽しみながら話し合
いをし、その中で気づきを深めていく手法は、とても参考になりました。このフォーラムで学んだことを
今後の推進に生かしていきたいと思います。

来年は推進委員会で
ワークショップが

できるといいわね～

推進委員も
がんばっているんだね

■問合せ先
　市民環境部　市民活動支援課
　市民活動支援担当　☎055（262）4111

　9月9日に行われた石和地区民生委員児童委員協議会で、男女共同参画推進委員会の取り組みを発表しました。
最初に、推進委員会の吉原五鈴子委員長が推進委員会活動全般について紹介し、続いて各部会による発表が行
われました。

笛ちゃん 吹ちゃん
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春
日
居
町
中
輪
菊
愛
好
会
（
塚
田
隆
治
会

長
）
で
は
、
春
日
居
地
内
の
菊
愛
好
者
が
栽

培
し
て
い
る
菊
を
鑑
賞
し
な
が
ら
地
内
を
巡

る
「
中
輪
菊
の
散
歩
路
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
丹
精
込
め
て
栽
培
し
た
菊
を
家
の
庭
先
に

展
示
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

■
日
程

　
11
月
１
日（
土
）〜
４
日（
火
）

■
コ
ー
ス

春
日
居
町
駅
を
出
発
し
て
約
６
㎞
の
道

の
り

○
コ
ー
ス
図
は
、
春
日
居
町
駅
前
足
湯
に
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
設
置
し
ま
す
。

○
菊
設
置
者
の
庭
先
に
の
ぼ
り
を
た
て
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
春
日
居
町
中
輪
菊
愛
好
会
事
務
局

　
丸
山
茂

　
☎
０
５
５
３（
２
６
）５
０
０
０

　
芦
川
地
域
協
議
会
で
は
、
地
域
活
性
化
の

た
め
、
農
山
漁
村
地
域
力
発
掘
支
援
モ
デ
ル

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
収
穫
祭
を
開
催

し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
11
月
15
日（
土
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
雨
天
決
行

■
場
所
　
沢
妻
亭
駐
車
場
　
特
設
テ
ン
ト

　（
芦
川
町
新
井
原
１
９
０
３
）

■
内
容

○
無
料
こ
ん
に
ゃ
く
お
で
ん
の
サ
ー
ビ
ス

○
新
鮮
な
野
菜
、
特
産
品
の
販
売

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
産
業
観
光
部
　
農
林
振
興
課
　
芦
川
地
域

　
活
性
化
推
進
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　
朗
読
サ
ー
ク
ル
小
松
は
、
市
民
講
座
「
ス

コ
レ
ー
大
学
」
で
朗
読
を
学
ん
だ
仲
間
で
立

ち
上
げ
た
サ
ー
ク
ル
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
一
環
と
し
て
発
表
会
を
開
き
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
11
月
23
日（
日
）

　
開
場
　
午
後
１
時

　
開
演
　
午
後
１
時
30
分

■
場
所
　
八
代
総
合
会
館
２
階
視
聴
覚
室

■
入
場
料
　
無
料

■
問
合
せ
先
　
朗
読
サ
ー
ク
ル
小
松

　
代
表
　
長
谷
川
定
雄

　
☎
０
５
５（
２
６
５
）４
１
７
７

　
11
月
22
日
か
ら
24
日
ま
で
の
３
日
間
、
ス

コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
に
全
国
か
ら
音
楽
愛
好
家

が
集
い
、
音
楽
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
期
間
中
に
は
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー

ト
、
一
般
参
加
者
に
よ
る
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
、
琴
や
和
太
鼓
の
演
奏
、
絵
画
展
、
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が
開
か
れ
ま
す
。

　
演
奏
す
る
人
と
聴
く
人
が
と
も
に
楽
し
む

音
楽
祭
へ
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
11
月
22
日（
土
）

　
開
場�

午
後
１
時
30
分
　
開
演�

午
後
２
時

○
曲
目

ツ
ィ
ゴ
イ
ネ
ル
ワ
イ
ゼ
ン
（
サ
ラ
サ
ー
テ
）・

チ
ェ
ロ
ソ
ナ
タ
第
１
番
（
ブ
ラ
ー
ム
ス
）

ほ
か

○
11
月
22
日（
土
）午
後
５
時

○
11
月
23
日（
日
）正
午
、
午
後
５
時

○
11
月
24
日（
月
）午
後
１
時

　
琴
演
奏
「
窪
田
礼
子
と
仲
間
た
ち
」

○
11
月
24
日（
月
）　
正
午

御
坂
天
雷
太
鼓
、
一
宮
桃
源
太
鼓

○
11
月
22
日（
土
）〜
24
日（
月
）

　
藤
原
義
章
氏
の
指
揮
の
下
、
笛
吹
音
楽
祭

管
弦
楽
団
が
演
奏
し
ま
す
。

○
11
月
24
日（
月
）�

　
開
場
　
１
時
30
分
　
開
演
　
午
後
２
時

○
曲
目

交
響
曲
第
３
番
「
英
雄
」
（
ベ
ー
ト
ー
ベ

ン
）
・
チ
ェ
ロ
協
奏
曲
第
１
番
（
ハ
イ
ド

ン
）
ほ
か

■
入
場
料
　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー

ト
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
と

の
セ
ッ
ト

　
一
般
　
　
　
１
０
０
０
円

　
高
校
生
以
下
　
５
０
０
円

※
そ
れ
以
外
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
は
無

料
で
す
。

■
問
合
せ
先
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５（
２
６
３
）７
９
５
９

　
水
石
と
は
、
盆
な
ど
に
の
せ
て
観
賞
す
る
、

形
の
美
し
い
自
然
石
の
こ
と
で
す
。

　
一
宮
町
文
化
協
会
水
石
部
で
は
、
富
士
山

を
思
わ
せ
る
世
界
に
一
つ
し
か
な
い
富
士
山

石
を
展
示
し
、
県
内
の
石
友
会
や
愛
石
会
の

協
力
の
下
、
県
下
初
の
水
石
に
よ
る
「
富
士

山
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　
11
月
15
日（
土
）・
16
日（
日
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

■
場
所
　

い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

玄
関
ロ
ビ
ー

■
入
場
料
　
無
料

■
問
合
せ
先

　
一
宮
町
文
化
協
会
水
石
部�

　
部
長
　
有
馬
功

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）０
２
０
０

　
春
日
居
郷
土
館
で
は
、
相
田
み
つ
を
氏
の

特
別
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
相
田
氏
は
、
書
家
・
詩
人
と
し
て
「
い
の

ち
」
の
尊
さ
を
見
つ
め
な
が
ら
、
多
く
の
作

品
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
代
表
作
と
し
て
、

「
に
ん
げ
ん
だ
も
の
」、「
一
生
感
動
一
生
青

春
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
今
回
の
特
別
展
で
は
、
書
道
作
品
な
ど
を

展
示
し
ま
す
。

■
日
時

　
11
月
１
日（
土
）〜
12
月
７
日（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
入
館
は
午
後
４

時
30
分
ま
で)

○
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日

■
場
所
　
春
日
居
郷
土
館

■
料
金
　
一
般
・
大
学
生
　
　
５
０
０
円

　
　
　
　
小
・
中
・
高
校
生
　
２
５
０
円

■
問
合
せ
先
　
春
日
居
郷
土
館

　
☎
０
５
５
３（
２
６
）５
１
０
０

　
平
成
20
年
度
笛
吹
市
戦
没
者
合
同
慰
霊
祭

を
実
施
し
ま
す
。

　
笛
吹
市
出
身
の
戦
没
者
、
戦
争
犠
牲
者
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
た
め
、
ご
遺
族
の
方

や
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
列
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
参
列
者
の
服
装
は
平
服
と
し
ま
す
。

ま
た
、
参
列
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

■
日
時

　
11
月
26
日（
水
）午
後
１
時
30
分
〜

■
場
所

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
福
祉
総
務
課

福
祉
総
務
担
当

☎
０
５
５（
２
６
２
）１
２
７
１

　
笛
吹
市
商
工
会
で
は
、
会
員
企
業
の
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
、
技
術
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
、
ま
た
、

消
費
者
と
の
交
流
を
図
る
た
め
に
、
笛
吹
市

経
済
懇
話
会
と
共
同
で
笛
吹
市
商
工
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　
11
月
９
日（
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

※
雨
天
中
止

■
場
所

い
ち
の
み
や
桃
の
里
ス
ポ
ー
ツ
公
園
グ

ラ
ウ
ン
ド

■
内
容

○
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
（
会
員
事
業
所
・
地
元
関

係
団
体
等
）

○
飲
食
コ
ー
ナ
ー

○
抽
選
会
、
も
ち
つ
き
、
音
楽
ラ
イ
ブ
、
保

育
園
児
太
鼓
、
フ
ア
フ
ア
な
ど

■
問
合
せ
先

　
笛
吹
市
商
工
会（
担
当
　
清
水
）

　
☎
０
５
５（
２
６
３
）７
８
１
１

　
二
胡
奏
者
の
沈
桂
栄
さ
ん
と
ピ
ア
ニ
ス
ト

の
小
野
惠
子
さ
ん
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

　「
川
の
流
れ
の
よ
う
に
」、「
涙
そ
う
そ
う
」、

「
蘇
州
夜
曲
」な
ど
を
演
奏
し
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
29
日（
土
）

　
開
場�

午
後
５
時
30
分
　
開
演�
午
後
６
時

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

■
入
場
料
　
無
料

※
た
だ
し
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し

て
い
る
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

■
問
合
せ
先

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５（
２
６
３
）７
９
５
９

代表作を掲載したポスター

沈桂栄小野惠子
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ブ
ラ
ッ
ク
・
ボ
ト
ム
・
ブ
ラ
ス
・
バ
ン
ド

は
、
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
ス
タ
イ
ル
の
７
人
編

成
の
バ
ン
ド
で
す
。

　
テ
レ
ビ
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
出
演
し
た
り
、

有
名
歌
手
の
ア
ル
バ
ム
に
参
加
し
た
り
す
る

な
ど
、
活
躍
中
の
同
バ
ン
ド
が
ス
コ
レ
ー
セ

ン
タ
ー
へ
や
っ
て
き
ま
す
。

　
当
日
は
、
八
代
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
や
石

和
中
学
校
吹
奏
楽
部
と
の
共
演
も
予
定
し
て

い
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
15
日（
土
）

　
開
場
　
午
後
３
時
30
分

　
開
演
　
午
後
４
時

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

■
入
場
料（
全
席
自
由
）

　
一
般
　
　
　
　
１
０
０
０
円

　
高
校
生
以
下
　
　
５
０
０
円
　
　

■
問
合
せ
先

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５（
２
６
３
）７
９
５
９

　
　
　
　

　
サ
イ
ク
ル
カ
ー
ト
を
楽
し
み
な
が
ら
、
交

通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
学
び
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
20
日（
木
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

※
小
雨
決
行

■
場
所

　
森
林
公
園
金
川
の
森
　
乗
り
物
広
場

■
申
込
受
付
　
随
時
（
た
だ
し
、
台
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
混
雑
時
は
乗
車

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
）

■
参
加
費
　
無
料

　
公
園
を
散
策
し
な
が
ら
、
樹
木
や
風
景
な

ど
の
写
真
の
撮
り
方
を
学
び
ま
す
。

　
ま
た
、
撮
影
し
た
写
真
は
、
講
師
が
講
評

し
、
管
理
事
務
所
ホ
ー
ル
に
展
示
し
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
30
日（
日
）

　
受
付
　
午
前
９
時
〜

　
開
催
　
午
前
９
時
30
分
〜
12
時

※
雨
天
決
行

■
集
合
場
所

　
森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

■
定
員
　
30
人

■
参
加
費
　
無
料

■
持
ち
物
　
カ
メ
ラ
（
三
脚
が
あ
る
方
は
持

参
し
て
く
だ
さ
い
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）２
８
０
５

　
市
で
は
、
前
年
度
か
ら
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ

ン
構
想
を
策
定
し
、
実
現
に
向
け
て
事
業
を

実
施
し
て
お
り
、
ま
た
、
地
域
担
い
手
協
議

会
に
お
い
て
は
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
な
ど

を
設
置
し
、
農
業
従
事
者
な
ど
へ
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
農
業
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
事
前
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者
　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

■
日
時
　
11
月
９
日（
日
）

　
受
付
　
午
後
１
時
　

　
講
演
　
午
後
１
時
30
分
か
ら

■
場
所
　
一
宮
町
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
３
階

■
講
演
内
容

「
Ｅ
Ｍ
に
よ
る
農
業
・
環
境
・
健
康
新
時
代
」

■
講
師

農
学
博
士
　
比
嘉
照
夫
氏(

琉
球
大
学
名

誉
教
授
・
名
桜
大
学
教
授
・
国
際
Ｅ
Ｍ

技
術
研
究
所
所
長
）

■
申
込
受
付

　
10
月
31
日（
金)

〜
11
月
７
日（
金
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

産
業
観
光
部
　
農
林
振
興
課

農
林
経
営
担
当

☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　
笛
吹
青
年
会
議
所
で
は
、
街
を
ま
る
ご
と

大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
見
立
て
た
新
し
い
生

涯
学
習
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
を
提
言
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
タ
ー
で
あ
り
教

育
者
で
も
あ
る
乙
武
洋
匡
さ
ん
の
記
念
授
業

を
は
じ
め
、
４
つ
の
公
開
授
業
を
行
い
ま
す
。

■
日
時

　
11
月
９
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
30
分�

■
場
所
　
石
和
北
小
学
校
体
育
館
ほ
か�

■
内
容
・
定
員�

○
記
念
授
業
　
３
０
０
人

○
親
子
で
つ
づ
る
ラ
ブ
レ
タ
ー
　
40
人�

○
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
会
議
　
〜「
不
満
」も
き
っ

と「
可
能
性
」〜
　
36
人�

○「
義
足
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
」世
界
へ
の
道

　
50
人

○「
大
切
な
人
」へ
の
フ
エ
フ
キ
お
も
て
な
し

塾�

〜
露
天
風
呂
に
て
〜（
男
性
限
定
）

　
15
人

■
入
場
料
　
無
料

※
参
加
ご
希
望
の
方
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
参
加
受
け
付
け
は
、
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
に
な
り
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
先

(

社)

笛
吹
青
年
会
議
所（
担
当
　
岩
野
）

☎
０
９
０（
６
１
８
７
）８
５
８
０

迫力ある演奏を楽しみませんか

　
季
節
感
を
生
か
し
た
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
の
基
本
を
学
び
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
18
日（
火
）午
前
９
時
〜
12
時

■
場
所

　
山
梨
県
中
小
企
業
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

■
講
師
　
山
梨
県
フ
ラ
ワ
ー
装
飾
技
能
士
会

　
古
屋
は
る
み
氏

■
定
員
　
30
人（
最
少
開
講
人
数
15
人
）

■
受
講
料
　
２
５
０
０
円

■
申
込
方
法

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
　
11
月
10
日（
月
）

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
山
梨
県
職
業
能
力
開

発
協
会
・
山
梨
県
技
能
士
会
連
合
会

　
☎
０
５
５（
２
４
３
）４
９
１
６

　
都
合
に
よ
り
、
本
年
度
の
各
地
区
集
団
健

診
を
全
く
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
を
対
象
に
、

集
団
健
診
予
備
日
を
実
施
し
ま
す
。

※
ご
希
望
の
方
は
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
12
月
10
日（
水
）

　
受
付
　
午
前
８
時
30
分
〜
11
時

■
場
所
　
春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

■
検
査
項
目
・
対
象
者

○
特
定
健
診（
健
康
診
査
）

・
19
歳
〜
39
歳
の
方
（
職
場
で
健
診
の
機
会

が
あ
る
方
は
除
く
）

・
40
歳
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

・
40
歳
〜
74
歳
の
社
会
保
険
被
扶
養
者

　（
特
定
健
診
受
診
券
が
必
要
で
す
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

○
各
種
が
ん
検
診

胃
が
ん（
胃
Ｘ
線
）、
腹
部
超
音
波
、
大
腸

が
ん
、
肺
が
ん（
胸
部
Ｘ
線
）の
う
ち
希
望

す
る
項
目

　
19
歳
以
上
の
方
（
職
場
で
検
診
の
機
会
が

あ
る
方
は
除
く
）

○
乳
が
ん
検
診�

19
歳
以
上
の
女
性
（
職
場
で
検
診
の
機
会

が
あ
る
方
は
除
く
）

○
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診�

20
・
25
・
30
・
35
・
40
・
45
・
50
・
55
・
60
・
65
・
70

歳
の
女
性
（
職
場
で
検
診
の
機
会
が
あ
る

方
は
除
く
）

※
こ
れ
ら
の
検
査
項
目
を
１
つ
で
も
各
地
区

集
団
健
診
の
会
場
で
受
け
て
い
る
方
や

国
保
人
間
ド
ッ
グ
の
申
込
者
は
、
こ
の

予
備
日
に
追
加
で
受
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

■
健
診
費
用

健
診
費
用
は
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
の
で
、

当
日
受
け
付
け
で
徴
収
し
ま
す
。金
額
は
、

検
査
項
目
、年
齢
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
問
合
せ
先
　
保
健
福
祉
部

　
健
康
づ
く
り
課
　
成
人
保
健
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
１

　原油価格が高騰している中、これから寒い冬を迎えます。市では、高齢者の皆さんに自宅で暖か
く冬を過ごしていただけるよう、灯油購入費を助成する「笛吹市ぬくもり灯油券」を交付します。

■対象者
平成20年10月1日において、本市住民基本台帳または外国人登録原票に登録され、居住している
方で構成されている、次のいずれかに該当する世帯
①満75歳以上の高齢者のみで構成される世帯（世帯構成員全員が社会福祉施設などに入所してい

る場合を除く）
②満65歳以上の高齢者のみで構成される世帯のうち、満75歳以上の高齢者(社会福祉施設などの入

所者を除く)のいる世帯
※満75歳以上（昭和９年３月31日以前に生まれた方）・満65歳以上（昭和19年３月31日以前に生

まれた方）

■助成内容
　対象世帯に、灯油券（１世帯あたり�３０００円分）を交付します。

■対象期間
　平成20年12月1日から平成21年2月28日までの間の購入分について助成します。

■実施方法
①対象世帯に、11月末までに灯油券を郵送します。
②市内の灯油販売業者に灯油券を提出して、灯油を購入してください。

　※なお、灯油券は、灯油の購入以外には使用できません。

■問合せ先　保健福祉部　高齢福祉課　高齢福祉担当　☎０５５(２６１)１９０２
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同一世帯の世帯主と国保被保険者が住民税非課税の方（低所得
Ⅰ以外の方）
同一世帯の世帯主と国保被保険者が住民税非課税で、その世帯
の判定対象者の各所得が、必要経費・控除（年金の所得は控除
額を80万円として計算）を差し引くと０円になる方

年齢と所得によって所得区分が決まり、区分ごとに限度額が異な
ります。

○70歳未満の方の場合

○70歳以上の方の場合

区　分 自己負担限度額（月額）
４回目以降

※２

一　般

上位所得者
※１

住民税
非課税世帯

80,100円＋（医療費が267,000円
を超えた場合は、超えた分の１
％を加算）

44,400円

150,000円＋（医療費が500,000
円を超えた場合は、超えた分の1
％を加算）

83,400円

35,400円 24,600円

基礎控除後の年間所得が６００万円を超える世帯
過去12カ月間に、同一世帯で支給が４回以上あった場合、限度
額が下がります。

低所得Ⅱ※３　　２４，６００円

低所得Ⅰ※４　　１５，０００円

区　分 自己負担限度額（月額）

※１
※２

※３

※４

　
限
度
額
適
用
認
定
証
と
は
、
入
院
し
た
時

に
保
険
証
と
一
緒
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
医

療
機
関
窓
口
で
の
支
払
い
が
自
己
負
担
限
度

額
ま
で
と
な
る
認
定
証
の
こ
と
で
す
。

　
認
定
証
の
交
付
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

■
対
象
者

○
笛
吹
市
の
国
保
加
入
者

○
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
あ
る
世
帯

の
方

○
70
歳
以
上
の
方
で
、
所
得
区
分
が
「
低
所

得
Ⅰ
ま
た
は
Ⅱ
」の
方

※
70
歳
以
上
で
所
得
区
分
が
「
一
般
」、「
一

定
以
上
所
得
者
」
の
方
は
、お
持
ち
の
「
高

齢
受
給
者
証
」
で
同
様
の
確
認
が
で
き

ま
す
の
で
認
定
証
の
申
請
は
不
要
で
す
。

■
申
請
方
法

交
付
ご
希
望
の
方
は
、
保
険
証
と
印
か

ん
を
持
参
し
、
市
役
所
本
庁
・
各
支
所
の

国
民
健
康
保
険
の
窓
口
で
申
請
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

―
認
定
証
に
は
有
効
期
限
が
あ
り
ま
す
―

認
定
証
の
年
度
更
新
日
は
毎
年
８
月
１

日
で
す
の
で
、
有
効
期
限
は
、
申
請
し

た
月
の
初
日
（
申
請
し
た
月
に
国
保
に

加
入
し
た
方
は
、
国
保
被
保
険
者
に
な

っ
た
日
）
か
ら
次
の
７
月
31
日
ま
で
と

な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課

　
国
保
総
務
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　
温
泉
に
入
る
と
体
が
休
ま
り
、
心
も
い
や

さ
れ
ま
す
。
自
分
や
家
族
の
健
康
づ
く
り
に
、

も
っ
と
温
泉
を
活
用
し
ま
せ
ん
か
。
こ
の
講

座
で
は
、
温
泉
を
健
康
づ
く
り
に
生
か
す
方

法
、
温
泉
入
浴
の
前
後
に
効
果
的
な
運
動
、

健
康
づ
く
り
に
役
立
つ
情
報
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
水
中
運
動（
ク
ア
ロ
ビ
ク
ス
）と
15
種
類
の

浴
そ
う
を
楽
し
め
ま
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症

候
群
の
解
消
や
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
に
お
す
す

め
で
す
。

■
対
象
　
20
歳
以
上
〜
65
歳
未
満
の
市
民

※
医
師
に
運
動
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
方
は
、

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
日
時

平
成
21
年
１
月
13
日（
火
）・
26
日（
月
）

２
月
２
日（
月
）・
23
日（
月
）、３
月
９
日（
月
）

午
前
10
時
〜
12
時
30
分

■
場
所
　
ク
ア
ハ
ウ
ス
石
和

■
定
員
　
20
人
程
度

■
参
加
費
　
５
０
０
０
円
（
講
座
期
間
中
使

え
る
ク
ア
ハ
ウ
ス
バ
ー
デ
ゾ
ー
ン
・
公

営
温
泉
利
用
券
を
発
行
）

　
　
　
　
　
　
　
　

　
温
泉
入
浴
や
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
、
ヨ
ガ
、
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
運
動
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
脂
肪
撃
退
講
習
会
で
お
腹
回
り
を
引
き

締
め
ま
す
。

■
対
象
　
20
歳
以
上
の
市
民

■
日
時

平
成
21
年
１
月
13
日（
火
）・
20
日（
火
）・
27

日
（
火
）
、
２
月
３
日
（
火
）・
10
日
（
火
）・
17

日（
火
）・
24
日（
火
）、３
月
３
日（
火
）

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

■
場
所

　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ス
ポ
ー
ツ
公
園
ほ
か

■
定
員
　
20
人
程
度

■
参
加
費
　
５
０
０
０
円
（
講
座
期
間
中
使

え
る
公
営
温
泉
入
浴
券
を
発
行
）

■
申
込
方
法

　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
受

講
希
望
講
座
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

連
絡
先
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
、
申
し
込
み
後
に
通
知
し
ま

す
。

■
申
込
締
切

　
12
月
５
日（
金
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
保
健
福
祉
部
　
健
康
づ
く
り
課

　
健
康
企
画
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
１

　
℻
０
５
５（
２
６
２
）１
２
７
２

お子さんと遊びにきませんか

　
休
日
・
夜
間
に
お
子
さ
ん
の
急
な
発
熱
な

ど
具
合
が
悪
く
な
っ
た
時
、
小
児
科
医
の
診

療
を
受
け
ら
れ
る
新
し
い
体
制
が
富
士
・
東

部
地
域
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
軽
症
患
者
は
、
富
士
吉
田
市
内
の
「
小

児
初
期
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
」
で
診
療
を

行
い
、
入
院
が
必
要
な
重
症
患
者
に
は
、

３
つ
の
病
院
（
富
士
吉
田
市
立
病
院
、
山

梨
赤
十
字
病
院
、
都
留
市
立
病
院
）
が
交

替
で
対
応
し
ま
す
。

小
児
初
期
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

■
場
所
・
連
絡
先

　
富
士
北
麓
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階

　（
富
士
吉
田
市
緑
ヶ
丘
２
―
７
―
21
）

　
☎
０
５
５
５(

２
４
）９
９
７
７

■
受
付
・
診
察
時
間

○
平
日

　
受
付
　
午
後
７
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
診
察
　
午
後
８
時
〜
深
夜
12
時

○
土
曜
日

　
受
付
　
午
後
２
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
診
察
　
午
後
３
時
〜
深
夜
12
時

○
休
日
（
日
曜
・
祝
日
、
12
月
29
日
〜
１
月

３
日
）

　
受
付
　
午
前
８
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
診
察
　
午
前
９
時
〜
深
夜
12
時

※
受
付
時
間
終
了
後
は
、
甲
府
市
内
の
小
児

初
期
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５
５
《
２

２
６
》
３
３
９
９)

が
対
応
し
ま
す
。

※
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
あ
ら
か
じ

め
電
話
で
セ
ン
タ
ー
の
状
況
な
ど
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
し
も
小
児
科
医
の
診
察
で
な
く
て
も

よ
い
場
合
は
、
地
域
の
救
急
当
番
医
に

受
診
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
の
場

合
は
、
山
梨
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ

ー
（
☎
０
５
５
《
２
２
４
》
４
１
９
９
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
山
梨
県
福
祉
保
健
部
医
務
課

　
☎
０
５
５（
２
２
３
）１
４
８
０

　
子
ど
も
・
大
人
・
親
子
の
交
流
を
目
的
に
、

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
自
由
で
す
の
で
、
み
ん
な
で
一
日
た

っ
ぷ
り
遊
ん
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
　

　
11
月
30
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所
　
八
代
総
合
会
館

■
内
容
　
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
お
は
な
し
会

（
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
な
ど
）、
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ

ク
ル
、
お
ば
け
屋
敷
、
迷
路
、
科
学
の

不
思
議
、
ア
イ
デ
ィ
ア
工
作
、
育
児
相
談
、

手
形
色
紙
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
子
育
て
用
品

バ
ザ
ー
、
す
い
と
ん
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン

サ
ー
ビ
ス
（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

■
参
加
費
　
無
料

■
問
合
せ
先

　
市
八
代
支
所�

地
域
課
　
八
代
総
合
会
館

　
☎
０
５
５（
２
６
５
）４
０
１
１

　
市
で
は
、
子
育
て
事
業
の
一
環
と
し
て
、

ち
び
っ
こ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

「
♪
ド
リ
メ
ロ
★
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
♪
」
メ
ン

バ
ー
の
演
奏
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■
対
象
　
市
内
在
住
の
親
子
　
３
０
０
人

■
日
時
　
11
月
16
日（
日
）

　
開
場�

�午
後
１
時�

�開
演�

�午
後
１
時
30
分

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

■
曲
目
　
ド
レ
ミ
の
歌
・
崖（
が
け
）の
上
の

ポ
ニ
ョ
・
と
な
り
の
ト
ト
ロ
ほ
か

■
入
場
料
　
無
料

※
た
だ
し
、
児
童
課
ま
た
は
各
支
所
住
民
課

で
配
布
す
る
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

■
問
合
せ
先

　
保
健
福
祉
部
　
児
童
課
　
児
童
家
庭
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
４

　
３
回
コ
ー
ス
で
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
赤

ち
ゃ
ん
の
心
理
学
を
学
び
ま
す
。

■
対
象

生
後
２
カ
月
く
ら
い
か
ら
ハ
イ
ハ
イ
前

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
10
組

■
日
時

11
月
12
日（
水
）・
19
日（
水
）・
26
日（
水
）

午
前
10
時
30
分
〜
12
時

■
場
所
　
つ
ど
い
の
広
場
ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

　（
ふ
れ
あ
い
の
家
）

■
参
加
費
　
１
回
５
０
０
円
（
初
回
は
オ
イ

ル
代
と
し
て
１
５
０
０
円
）

※
心
理
学
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
付
音
楽
Ｃ
Ｄ
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

■
持
ち
物

　
バ
ス
タ
オ
ル
、
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
な
ど

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人�

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
　
Ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ�

　
ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）０
２
１
８

　
新
設
さ
れ
る
八
代
地
区
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
運
営
業
務
委
託
先
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

市
内
に
お
い
て
、
お
お
む
ね
１
年
以
上

継
続
し
て
子
育
て
支
援
の
活
動
実
績
が

あ
る
法
人
ま
た
は
団
体
で
あ
る
こ
と
。

■
応
募
受
付
期
間

　
11
月
17
日（
月
）〜
21
日(

金
）

■
選
定
方
法

提
案
さ
れ
た
活
動
内
容
な
ど
に
よ
り
選

定
を
行
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
11
月
５
日（
水
）以
降
に
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
保
健
福
祉
部
　
児
童
課
　
児
童
家
庭
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
４
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■配布日時
12月4日（木）～12月6日（土）（休園日を除く）

各保育所（園）の開所時間�（土曜日は午前中のみ）

　※配布期間中であっても、年齢によっては定員の都合により申込書を配布できない場合があります。

■配布場所�
○市内の保育所（園）を希望する場合…第一希望の保育所（園）
○市外保育所（園）を希望する場合……市児童課または各支所の保育所担当（平日午前8時30分～午後5時30分）
※児童課と支所では、広域（市外)入所者以外の申込書は配布しません。
※配布期間後は、児童課保育所担当または各支所住民課で申込書を配布します。ただし、申し込み状況によっては希

望する保育所に入所できない場合があります。

　①�申込書は１児童に付き１枚必要です。
　②�申込書の配布の際に、保護者の住所と氏名、入所希望児童の氏名、生年月日などを記入していただきます。

■入所（園）要件
���①�笛吹市に住民票がある方
���②�外国人の場合は、パスポートと外国人登録証があり、在留資格がある方に限ります。

※保育所は、保護者が働いていたり病気にかかっているなど、「保育に欠ける」状態にある児童を保育する福祉施設
であるため、どの児童も無条件に入所できるものではありません。

入所の基準
保育所に入所できる児童は、その家族が次のいずれかに該当する場合です。家庭で保護者以外の方（65歳
未満の祖父母等。ただし、障害者を除く）が、保育できる場合は、保育所には入所できません。
1�．保護者が家庭外労働の場合
２．保護者が家庭内労働の場合
３．保護者が病気等の場合
４．母親が出産等の場合
５．家庭に長期にわたる病人等がおり介護が必要な場合
６．家庭が災害にあった場合
なお、詳細は入所申込書に同封してある入所案内をご覧ください。

■育児休暇取得中の方の申し込みについて
※現在、育児休業中の方は、平成21年度中に職場復帰する場合のみ、予約入所の申し込みができます。上記

と同様に申込書を受け取り、申込準備をしてください。
　ただし、会社などが発行する育児休業中の証明が必要になります。
※なお、平成21年4月1日（平成21年4月以前を含む）から１年以上の育児休業を取得する方は、保護者が家

庭で児童を保育できるため、入所はできません。
�������������������������������������

������������������������������������
　現在、お子さんが保育所（園）に通っていて、来年4月以降も続けて同じ保育所(園)へ通所(園)を希望する場合
の継続入所の申込書を配布します。
※なお、転園希望の場合は、新規申し込み手続きが必要です。

■配布開始　12月中旬から�

■配布場所
　①�市内の保育所（園）に通っている場合…各保育所(園）から直接受け取ってください。
　②�市外の保育所（園）に通っている場合…市児童課から申込書が郵送されます。

■必要な添付書類
　申込書に同封してある記入要領をご覧ください。

　平成21年4月から新たにお子さんの保育所・園への入所を希望される方、また継続入所を希望される方
に申込書を配布します。

■公立・私立保育所（園）一覧
　申込書は、各保育所(園)において、開所時間中に配布します。(ただし土曜日は午前中のみ)��

公� 石和第一保育所� 石和町八田249� 055(262)2870

公� 石和第二保育所�石和町四日市場2210� 055(262)2668

公
�

��

公� 石和第四保育所� 石和町小石和1� 055(262)3313

公� 石和第五保育所� 石和町松本181-1� 055(262)2431

私� わかば保育園� 石和町市部693-5� 055(262)5737�1.5カ月から3歳まで�

公� 御坂東保育所� 御坂町下黒駒2122� 055(264)2426�

公� 御坂西保育所� 御坂町夏目原870� 055(262)5842

公� 御坂北保育所� 御坂町金川原380� 055(263)0556

公� 御坂葵保育所� 御坂町大野寺667� 055(262)3208

私� 英保育園� 御坂町成田692� 055(263)1280

私� 木の花保育園� 一宮町一ノ宮1684� 0553(47)0901� 生後3カ月から

私� 一宮保育園� 一宮町東原410� 0553(47)2548� 生後2カ月から

私� 都保育園� 一宮町本都塚117� 0553(47)0415� 生後10カ月から

私� 相興保育園� 一宮町中尾949� 0553(47)0623� 生後3カ月から

私� あさま保育園� 一宮町金沢227-36� 0553(47)0099� 生後6カ月から

公� 八代花鳥保育所� 八代町竹居2127� 055(265)2520�

公� 八代御所保育所� 八代町米倉37� 055(265)3475�

私� 博愛保育園� 八代町北1762� 055(265)2047� 生後3カ月から

私� 八代保育園� 八代町南931� 055(265)2205�

私� 境川保育園� 境川町小黒坂1640-1� 055(266)4132

公� かすがい西保育所�春日居町熊野堂243-3�0553(26)2359

公� かすがい東保育所�春日居町加茂319� 0553(26)3283

公� 芦川へき地保育所�芦川町上芦川133-2�055(298)2500� 2歳から就学前まで

開所時間
（土曜日）

延長保育時間を含む
立 施設名 所在地 電話番号 入所可能年齢

開所時間
（平日）

延長保育時間を含む

AM�7:00
～PM1:00

石和第三保育所
（指定管理者）

石和町中川330� 055(262)2061 生後2カ月から
AM�7:00
～PM7:00

AM�7:30
～PM�1:00

AM�7:30
～PM�7:00
AM�8:00
～PM�6:00

AM�8:00
～PM�1:00
AM�7:30
～PM�1:00
AM�8:00
～PM�1:00

AM�7:30
～PM�7:00
AM�8:00
～PM�6:00

AM�7:00
～PM�1:00

AM�7:00
～PM�7:00

AM�7:45
～PM�1:00

AM�7:45
～PM�7:15

AM�7:50
～PM�1:00

AM�7:50
～PM�6:30

AM�7:40
～PM�1:00

AM�7:40
～PM�6:00

AM�8:00
～PM�1:00

AM�8:00
～PM�6:00

AM�7:30
～PM�1:00

AM�7:30
～PM�6:30

AM�8:00
～PM�1:00

AM�8:00
～PM�6:00

〃 〃

〃

AM�7:30
～PM�1:00

AM�7:30
～PM�6:00

AM�7:30
～PM�1:00

AM�7:30
～PM�7:00

AM�7:30
～PM�1:00

AM�7:15
～PM�7:15

AM�7:15
～PM�1:45

AM�7:15
～PM�7:15

AM�7:30
～PM�1:00

AM�7:30
～PM�7:00
AM�7:30
～PM�7:00

AM�8:30
～PM�0:00

AM�8:30
～PM�5:00

市役所各支所

市外の保育所希望の場合 配布場所 配布時間

広
域

石和地区在住の方 市児童課　保育所担当
AM�8:30
～PM�5:30御坂・一宮・八代・境川・春日居・芦川地区

在住の方

生後2カ月から

生後2カ月から

生後2カ月から

※新規・継続入所申込書の受付日程については、次号でお知らせします。

■問合せ先　保健福祉部　児童課　保育所担当　☎055(261)1904



☎０５５（２６１）１９０１

☎０５５（２６２）２２７１

☎０５５３（４７）１１１１

☎０５５（２６５）２１１１

☎０５５（２６６）２１１１

☎０５５３（２６）３１１１

☎０５５（２９８）２１１１

保健福祉部健康づくり課

御�坂�支�所

一�宮�支�所

八�代�支�所

境�川�支�所

春日居支所

芦�川�支�所

■問合せ先

　
農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
の
老
後
の
生
活

の
安
定
と
福
祉
の
向
上
や
、
農
業
の
担
い
手

を
確
保
す
る
た
め
の
政
策
年
金
と
し
て
使
わ

れ
る
、
農
業
者
だ
け
が
加
入
で
き
る
公
的
年

金
で
す
。

　
老
後
の
生
活
を
安
心
し
て
送
る
た
め
に
も
、

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
。

①
少
子
高
齢
化
時
代
に
強
い
年
金
で
す

　
将
来
の
年
金
受
給
に
必
要
な
原
資
を

自
分
で
積
み
立
て
る
、
積
立
方
式
の
確

定
拠
出
型
年
金
で
す
。
年
金
額
が
加
入
者
・

受
給
者
の
数
に
影
響
さ
れ
な
い
安
定
し

た
制
度
で
す
。

②
農
業
従
事
者
は
広
く
加
入
で
き
ま
す

　
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
で
、

年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
60
歳

未
満
の
方
は
、
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

ま
た
、
脱
退
は
自
由
で
す
。
脱
退
一
時

金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
加
入
期
間

に
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
ま
で
に
支
払
っ
た

保
険
料
は
、
将
来
年
金
と
し
て
受
け
取

れ
ま
す
。

③
保
険
料
額
は
自
由
に
決
め
ら
れ
ま
す

　
月
額
２
万
円
を
基
本
と
し
、
最
高
６

万
７
０
０
０
円
ま
で
千
円
単
位
で
選
択

で
き
ま
す
。
農
業
経
営
の
状
況
や
、
老

後
設
計
に
応
じ
て
、
い
つ
で
も
見
直
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
認
定
農
業
者
な
ど
の
一
定
の
要
件
を
満
た

す
農
業
者
に
は
、
国
の
保
険
料
の
国
庫

補
助
（
政
策
支
援
）
が
あ
り
ま
す
。

④
80
歳
ま
で
の
保
証
が
付
い
た
終
身
年
金

　
年
金
は
生
涯
支
給
さ
れ
ま
す
。
仮
に

加
入
者
・
受
給
者
が
80
歳
前
に
亡
く
な
っ

た
場
合
で
も
、
死
亡
し
た
翌
月
か
ら
80

歳
ま
で
に
受
け
取
れ
る
は
ず
だ
っ
た
農

業
者
老
齢
年
金
が
、
死
亡
一
時
金
と
し

て
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

⑤
税
制
面
で
も
特
例
が
あ
り
ま
す

　
支
払
っ
た
保
険
料
（
最
高
年
額
80
万

４
０
０
０
円
）
は
、
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
（
民
間
の

個
人
年
金
の
場
合
、
控
除
額
の
上
限
は

５
万
円
）

　
ま
た
、
受
け
取
る
農
業
者
年
金
も
公

的
年
金
等
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
（
65

歳
か
ら
年
金
を
受
給
す
る
場
合
は
、
国

民
年
金〔
基
礎
年
金
〕と
合
わ
せ
て
年
額
１

２
０
万
円
ま
で
は
非
課
税
）

⑥
毎
年
の
積
立
金
が
一
目
で
分
か
り
ま
す

　
毎
年
、
農
業
者
年
金
基
金
か
ら
、
前

年
度
に
納
付
し
た
保
険
料
、
運
用
益
、

積
立
金
の
総
額
が
、
各
個
人
に
通
知
さ

れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）２
０
３
８

　
ま
た
は
Ｊ
Ａ

　
９
月
６
日
、
芦
川
町
内
の
市
学
校
林
を
会

場
に
、
第
１
回
笛
吹
市
育
樹
祭
が
峡
東
地
区

育
樹
祭
と
と
も
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
峡
東
林
務
環
境
事
務
所
、
市
、

峡
東
地
区
緑
化
推
進
会
議
、
市
緑
化
推
進
会

議
の
主
催
に
よ
り
、
様
々
な
機
能
を
も
つ
森

林
を
適
切
に
管
理
し
て
い
く
た
め
、
下
刈
り

作
業
の
体
験
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
森

林
の
重
要
性
を
よ
り
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
緑
の
少
年
少
女
隊
な
ど
50
人

が
参
加
し
、
県
の
林
業
普
及
員
や
中
央
森

林
組
合
メ
ン
バ
ー
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

４
月
の
市
植
樹
祭
で
植
栽
さ
れ
た
カ
エ
デ
、

ク
リ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ヒ
ノ
キ
な
ど
１
５
０

０
本
の
苗
木
の
周
り
の
下
刈
り
作
業
を
行

い
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
平
成
21
年
度
の
学
童
保
育
利
用

を
希
望
す
る
児
童
の
申
請
受
付
を
始
め
ま
す
。

　
学
童
保
育
は
、
児
童
が
学
校
か
ら
帰
宅
し

て
も
、
保
護
者
・
親
族
が
仕
事
な
ど
に
よ
り

面
倒
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
家
庭
の
児
童

を
、
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
で
お
預
か
り
し
、
適

切
な
遊
び
や
生
活
の
場
を
提
供
し
て
、
そ
の

健
全
な
育
成
を
図
る
事
業
で
す
。

※
な
お
、
現
在
学
童
保
育
を
利
用
し
て
い
る

方
も
申
請
が
必
要
で
す
。

■
対
象
児
童

市
内
の
小
学
校
に
在
学
し
、
次
に
該
当

す
る
児
童
が
対
象
で
す
。

①
保
護
者
が
就
労
の
た
め
、
児
童
が
帰
宅
し

て
も
他
に
保
護
者
に
代
わ
る
者
が
い
な

い
３
年
生
以
下
の
児
童

②
保
護
者
の
出
産
、
傷
病
そ
の
他
の
理
由
に

よ
り
、
緊
急
か
つ
一
時
的
に
保
護
者
ま

た
は
保
護
者
に
代
わ
る
者
が
い
な
い
３

年
生
以
下
の
児
童

③
ほ
か
、
市
長
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
児
童

※
な
お
、
定
員
を
超
え
る
場
合
は
利
用
で
き

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
実
施
期
間

平
成
21
年
４
月
１
日（
水
）〜
平
成
22
年
３

月
31
日（
水
）

■
保
育
時
間

○
小
学
校
の
平
日
授
業
日

　
下
校
時
〜
午
後
６
時
30
分

○
小
学
校
の
平
日
休
業
日
（
学
校
行
事
振
替

休
日
、
春
・
夏
・
冬
休
み
期
間
な
ど
）

　
午
前
８
時
〜
午
後
６
時
30
分

※
原
則
と
し
て
土
・
日
・
祝
日
、
12
月
29
日
か

ら
１
月
３
日
は
閉
館
と
な
り
ま
す
。

※
災
害
な
ど
で
学
校
が
休
校
す
る
場
合
、
保

育
を
実
施
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
負
担
金

児
童
１
人
に
つ
き
月
額
２
０
０
０
円

（
た
だ
し
、
保
護
者
・
同
居
す
る
世
帯
の

所
得
状
況
に
よ
り
、
減
免
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）

※
学
童
保
育
料
を
滞
納
し
た
場
合
は
、
学
童

保
育
を
辞
退
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

※
お
や
つ
は
原
則
と
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
請
書
配
布
開
始

11
月
４
日（
火
）か
ら

児
童
課
ま
た
は
各
支
所
住
民
課
、
各
学

童
保
育
ク
ラ
ブ
で
申
請
書
を
配
布
し
ま
す
。

■
申
請
方
法

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
付
場
所
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
の

で
、
一
覧
表
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
受
付
期
間

　
12
月
１
日（
月
）〜
12
日（
金
）期
間
厳
守

※
期
間
を
過
ぎ
て
か
ら
申
請
し
た
場
合
は
、

「
待
機
」
扱
い
に
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
保
健
福
祉
部
　
児
童
課
　
児
童
家
庭
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
４

　
ま
た
は
各
支
所

石和南小学童保育クラブ� 石和町市部720�� 80

石和東小学童保育クラブ� 石和町中川483－１� 50

石和北小学童保育クラブ� 石和町松本1442－20� 50� 児童課・各学童保育クラブ�

富士見小学童保育クラブ� 石和町今井10� 90

石和西小学童保育クラブ� 石和町唐柏360� 80

御坂学童保育クラブ� 御坂町栗合372－12� 100� 御坂支所住民課・御坂学童保育クラブ

一宮学童保育クラブ� 一宮町末木798－１� 95� 一宮支所住民課・一宮学童保育クラブ

八代学童保育クラブ� 八代町南545－1� 90� 八代支所住民課・八代学童保育クラブ

境川学童保育クラブ� 境川町小黒坂1652� 70� 境川支所住民課・境川学童保育クラブ

かすがい学童保育クラブ� 春日居町加茂97－１� 50� 春日居支所住民課・かすがい学童保育クラブ

申請書配布・受付場所名　称 所在地� 定員

○
対
象
者
に
は
、
後
日
、
予
診
票
・
契
約
医
療

機
関
な
ど
の
詳
し
い
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。

接
種
時
期
な
ど
の
内
容
を
よ
く
確
認
し
、
契

約
医
療
機
関
で
予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

○
他
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
、
予
診
票
の

な
い
方
、
合
併
前
の
予
診
票
を
お
持
ち
の
方

は
、
各
支
所
の
保
健
師
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

※
今
月
は
ポ
リ
オ
集
団
予
防
接
種
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者
に
は
、
後
日
、
詳
し
い
お
知
ら
せ
を

し
ま
す
。
な
お
、
前
回
接
種
で
き
な
か
っ
た

方
は
、
健
康
づ
く
り
課
ま
た
は
各
支
所
の
保

健
師
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

�
�

通知発送対象児

Ｂ Ｃ Ｇ

三種混合1期初回・追加

（ジフテリア・百日咳・破傷風）

麻しん風しん混合� 1期

二 種 混 合 2 期

（ ジ フ テ リ ア ・ 破 傷 風 ）

日 本 脳 炎 1 ・ 2 期

予防接種名

平 成 2 0 年 9 月 生 ま れ

平成19年12月生まれ

平成9年12月生まれ

現在見合わせています

平成２0年３月１日～６月30日生まれ

平成19年9月16日～12月31日生まれ
ポリオ

1回目

2回目
かまで下刈りをする緑の少年少女隊メンバー

　近年、農業機械による事故が増えています。農作業の際には次の点にご注意ください。

○作業時はきちんとした服装をする。　　○ほ場への出入り、あぜ越え時には注意する。
○移動走行時には人や車に注意する。　　○点検・整備時はエンジンを停止する。
○取扱説明書・安全ラベルをよく読む。　○棚・支柱・針金等は、目印などで目立たせる。
○できる限り、１人での作業は避ける。
　少しの油断が重大な事故を起こします。焦らず、急がず、無理をしないで安全作業に努めてく
ださい。

■問合せ先�　産業観光部　農林振興課　農林経営担当　☎０５５(２６２)４１１１
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　　（
社
）山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
で
は

土
地
・
建
物
等
不
動
産
に
関
す
る
無
料
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

　
土
地
・
建
物
全
般
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
さ

さ
い
な
相
談
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
市
内
の
宅
地
建
物
取
引
業

協
力
会
会
員
が
お
答
え
し
ま
す
。

■
日
時
・
場
所

○
11
月
19
日（
水
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
市
一
宮
支
所
　
２
階
会
議
室

○
12
月
17
日（
水
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
市
春
日
居
支
所
　
２
階
会
議
室

※
予
約
は
不
要
で
す
。

■
問
合
せ
先

　（
社)

山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）７
８
０
８

　（
担
当
　
小
澤)

　
峡
東
地
域（
笛
吹
市
、
山
梨
市
、
甲
州
市
）

で
の
就
農
を
考
え
て
い
る
方
を
対
象
に
、
就

農
相
談
会
を
開
催
し
、
就
農
、
営
農
に
対
す

る
相
談
、
質
問
に
個
別
に
対
応
し
ま
す
。

�

な
お
、
相
談
希
望
の
方
は
、
事
前
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

○
退
職
後
、
峡
東
地
域
に
就
農
を
予
定
ま
た

は
希
望
し
て
い
る
方
（
農
家
後
継
者
、
新

規
参
入
者
な
ど
）

○
峡
東
地
域
に
就
農
を
希
望
す
る
方

■
日
時
・
場
所

○
山
梨
市
、
甲
州
市
に
就
農
予
定
の
方

　
11
月
29
日（
土
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
東
山
梨
合
同
庁
舎
１
０
１
会
議
室

○
笛
吹
市
に
就
農
予
定
の
方

　
11
月
30
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
笛
吹
市
役
所
本
庁
３
階
第
１
会
議
室

■
相
談
内
容

○
就
農
支
援
制
度
の
紹
介

○
農
地
確
保
に
つ
い
て

○
栽
培
技
術
の
相
談
な
ど

■
申
込
締
切
　
11
月
20
日（
木
）�

■
申
込
先

　
県
峡
東
農
務
事
務
所
　
農
業
農
村
支
援
課

　（
峡
東
地
域
普
及
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
５
５
３（
２
０
）２
７
０
７

■
問
合
せ
先

　
産
業
観
光
部
　
農
林
振
興
課

　
農
林
経
営
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　
給
与
支
払
者
を
対
象
に
、
平
成
20
年
分
年

末
調
整
の
仕
方
や
法
定
調
書
・
給
与
支
払
報

告
書
の
作
成
と
提
出
方
法
な
ど
に
つ
い
て
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
な
お
、
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

■
日
時
・
場
所

○
笛
吹
市
対
象
　

　
11
月
19
日（
水
）午
後
１
時
か
ら

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

※
今
年
か
ら
会
場
は
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン

タ
ー
の
み
に
な
り
ま
し
た
。

○
山
梨
市
対
象

　
11
月
21
日（
金
）午
後
１
時
か
ら

　
山
梨
市
民
会
館

○
甲
州
市
対
象

　
11
月
27
日（
木
）午
後
１
時
か
ら

　
甲
州
市
民
文
化
会
館
（
中
央
公
民
館
）

■
内
容

○
用
紙
配
布
　
午
後
１
時
〜
１
時
30
分

○
説
明
会
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
4
時

※
対
象
地
域
の
説
明
会
に
出
席
で
き
な
い
場

合
で
も
、
他
の
地
域
の
説
明
会
を
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

■
問
合
せ
先

○
年
末
調
整
の
仕
方
・
源
泉
所
得
税
に
つ
い

て
　
山
梨
税
務
署
　
法
人
課
税
　
第
１
部
門

　
源
泉
所
得
税
担
当

　
☎
０
５
５
３（
２
２
）１
４
１
１

○
法
定
調
書
の
作
成
と
提
出
に
つ
い
て

　
山
梨
税
務
署
　
個
人
課
税
　
第
１
部
門

　
資
料
情
報
担
当

　
☎
０
５
５
３（
２
２
）１
４
１
１

○
給
与
支
払
報
告
書
の
作
成
と
提
出
と
住
民

税
に
つ
い
て

　
市
総
務
部
　
税
務
課
　
市
民
税
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

※
山
梨
税
務
署
で
は
、
11
月
４
日
か
ら
は
自

動
音
声
で
電
話
を
お
受
け
し
、
用
件
に

応
じ
て
担
当
者
が
お
答
え
し
ま
す
。

　
山
梨
税
務
署
で
は
、
所
得
税
の
青
色
申
告

決
算
書
の
作
成
や
消
費
税
・
地
方
消
費
税
な

ど
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
程
・
場
所

○
山
梨
市
対
象

　
12
月
２
日（
火
）

　
山
梨
市
民
会
館

○
笛
吹
市
対
象

　
12
月
４
日（
木
）

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

○
甲
州
市
対
象

12
月
５
日（
金
）

甲
州
市
民
文
化
会
館
（
中
央
公
民
館
）

■
時
間

　
午
前
10
時
〜
12
時
　
午
後
１
時
〜
３
時

（
午
前
、
午
後
の
部
ど
ち
ら
も
説
明
内
容

は
同
じ
で
す
）

※
対
象
地
域
の
説
明
会
に
出
席
で
き
な
い
場

合
で
も
、
他
の
地
域
の
説
明
会
を
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
山
梨
税
務
署
　
個
人
課
税
　
第
１
部
門�

　
☎
０
５
５
３（
２
２
）１
４
１
１

※
11
月
４
日
か
ら
は
自
動
音
声
で
電
話
を
お

受
け
し
、
用
件
に
応
じ
て
担
当
者
が
お

答
え
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
平
成
21
・
22
年
度
に
市
が
発
注

す
る
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
方
の
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
を
、
来
年
１
月
５
日

か
ら
約
１
カ
月
間
受
け
付
け
ま
す
。

　
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
個
人
事
業
者
、
法

人
事
業
者
な
ど
の
別
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
市
内
の
支
店
・
支
社
の
営
業
所
な

ど
に
市
と
の
入
札
・
契
約
に
お
け
る
権
限
を

委
任
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
支
店
・
支
社
の

営
業
所
な
ど
の
商
業
登
記
が
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
10
月
下
旬
か
ら
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
登
録
申
請
区
分

①
建
設
工
事

②
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

③
物
品
・
役
務

複
数
の
申
請
区
分
で
の
登
録
を
希
望
す

る
場
合
は
、
各
区
分
で
の
申
請
が
必
要

で
す
。

※
次
に
該
当
す
る
方
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

①
地
方
自
治
法
施
行
令
１
６
７
条
の
４
第
１

項
に
該
当
す
る
者

②
地
方
自
治
法
施
行
令
１
６
７
条
の
４
第
２

項
各
号
に
該
当
す
る
者
で
そ
の
事
実
が

あ
っ
た
後
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

③
前
号
に
該
当
す
る
者
を
代
理
人
、
支
配
人

そ
の
他
の
使
用
人
ま
た
は
代
理
人
と
し

て
使
用
す
る
者

④
引
き
続
き
２
年
以
上
登
録
申
請
区
分
に
お

い
て
営
業
に
従
事
し
て
い
な
い
者

⑤
国
税
お
よ
び
地
方
税
を
滞
納
し
て
い
る
者

⑥
営
業
に
関
し
法
令
の
定
め
に
よ
る
免
許
、

許
可
、
登
録
お
よ
び
認
可
等
を
要
す
る

場
合
は
、
当
該
免
許
、
許
可
、
登
録
お

よ
び
認
可
等
を
受
け
て
い
な
い
者

⑦
登
録
申
請
区
分
「
建
設
工
事
」
に
つ
い
て

・
建
設
業
法
第
３
条
に
規
定
す
る
許
可
を
受

け
て
い
な
い
者

・
建
設
業
法
第
27
条
の
23
の
規
定
に
よ
る
経

営
事
項
審
査
を
受
け
て
い
な
い
者
ま
た

は
平
成
20
年
４
月
１
日
付
け
で
改
正
さ

れ
た
基
準
に
よ
る
経
営
事
項
審
査
（
再

審
査
を
含
む
）
の
総
合
評
定
値（
Ｐ
）の
通

知
を
受
け
て
い
な
い
者

・
登
録
申
請
を
す
る
建
設
工
事
の
種
類
の
経

営
規
模
等
評
価
結
果
通
知
書
総
合
評
定

値
通
知
書
に
記
載
の
完
成
工
事
高
の
２

年
平
均
ま
た
は
３
年
平
均
の
数
字
が
０

ま
た
は
空
欄
の
者

■
申
請
基
準
日
・
登
録
有
効
期
間

○
申
請
基
準
日

平
成
21
年
１
月
１
日（
木
）

別
に
記
載
の
あ
る
場
合
を
除
き
、
申
請

の
際
に
は
基
準
日
の
状
況
を
記
載
し
て

く
だ
さ
い
。

○
登
録
有
効
期
間

平
成
21
年
４
月
１
日（
水
）〜
平
成
23
年
３

月
31
日（
木
）

■
申
請
方
法

直
接
持
参
し
て
申
請
く
だ
さ
い
。
（
郵
送

は
受
け
付
け
ま
せ
ん
）

■
申
請
受
付
日
時

平
成
21
年
１
月
５
日（
月
）〜
２
月
９
日（
月
）

午
前
９
時
〜
12
時
　
午
後
１
時
〜
４
時

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

■
受
付
場
所
　
総
務
部
　
管
財
課

■
問
合
せ
先

　
総
務
部
　
管
財
課
　
契
約
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　
春
日
居
町
桑
戸
地
区
が
所
蔵
す
る
木
造
五

大
明
王（
み
ょ
う
お
う
）像
が
、
東
京
国
立
博

物
館
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
木
造
五
大
明
王
像
（
通
称
「
桑
戸
五
大
明

王
像
」）は
、
12
世
紀
後
半
に
主
な
部
分
を
１

本
の
木
か
ら
く
り
抜
い
て
彫
ら
れ
た
も
の
で
、

山
梨
県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
木
造
五
大
明
王
像
は
桑
戸
区
を
災

害
か
ら
守
る
明
王
と
し
て
信
仰
を
集
め
て
い

ま
す
。

■
展
示
場
所

　
東
京
国
立
博
物
館
本
館
１
階
⑪
展
示
室

　（
東
京
都
台
東
区
上
野
公
園
13
―
９
）

■
展
示
期
間

　
平
成
21
年
４
月
12
日（
日
）ま
で

○
休
館
日�

月
曜
日
・
12
月
28
日
〜
１
月
１
日

■
問
合
せ
先
　
市
教
育
委
員
会
　
文
化
財
課

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
４
２

　
10
月
号
11
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
「
八

代
町
芸
術
祭
」
の
11
月
８
日
・
９
日
予
定
の

催
し
物
開
催
日
は
、
都
合
に
よ
り
、
次
の
通

り
変
更
に
な
り
ま
す
。

○
22
日（
土
）・
23
日（
日
）　
作
品
展
示

○
23
日（
日
）　
合
同
発
表
・
囲
碁
・
茶
道

　
　
　
　
　
　
将
棋

　
な
お
、
会
場
や
開
催
時
間
な
ど
の
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

※
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
日
程
に
よ
り
、
一

部
開
催
延
期
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
八
代
総
合
会
館
　
文
化
祭
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
５
）４
０
１
１

木造五大明王像
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「
山
梨
県
最
低
賃
金
」
は
、
10
月
25
日
よ

り
、
現
行
の
１
時
間
６
６
５
円
か
ら
６
７
６

円
に
11
円
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
山
梨
労
働
局
賃
金
室

　
☎
０
５
５（
２
２
５
）２
８
５
４

　
ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

　
労
働
保
険
と
は
、
雇
用
保
険
と
労
働
者
災

害
補
償
保
険
を
総
称
し
た
言
葉
で
、
労
働
者

を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事
業
主
は
、
法
人
・

個
人
を
問
わ
ず
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
正
社
員
だ
け
で
な
く
、
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
の
方
も
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
と

雇
用
保
険
も
加
入
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
労
働
保
険
は
労
働
者
が
安
心
し
て
働
く
た

め
の
も
の
で
す
の
で
、
一
人
で
も
雇
っ
た
ら
、

必
ず
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
甲
府
（
甲
府
公
共
職
業
安

定
所
）雇
用
保
険
適
用
課

　
☎
０
５
５（
２
３
２
）６
０
６
０

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

水道舗装本復旧工事第１工区（境川）� 境川町石橋･小黒坂� 2,000,000� 1,940,000�� 平成20年8月28日

水道舗装本復旧工事第１工区(芦川）� 芦川町上芦川� 4,000,000� 3,850,000� 中央舗道建設（有）� 〃

水道舗装本復旧工事第1工区（一宮）� 一宮町国分� 4,970,000� 4,800,000� （株）日昇建設� 〃

配水管布設工事（境川１工区）� 境川町石橋� 4,730,000� 4,540,000� （有）椚設備� 〃

市道八代246号線側溝改修工事� 八代町北� 3,050,000� 2,950,000� 望月建設工業（株）� 〃

狐新居水路改修工事� 一宮町狐新居� 4,100,000� 3,970,000� （株）日工建設� 〃

下水道管渠布設工事第17工区(石和)� 石和町市部� 7,000,000� 6,800,000� （有）末木建設� 〃

下水道関連配水管布設替工事第20-05工区（八代）� 八代町� 7,700,000� 7,100,000� （有）石倉興業� 平成20年8月28日※

一宮町配水管布設工事第3工区（東新居）� 一宮町東新居� 12,800,000� 12,200,000� （有）松山興業� 〃

一宮町配水管布設工事第4工区（塩田）� 一宮町塩田� 12,900,000� 12,250,000� （有）浅川住宅設備� 〃

一宮町配水管布設工事第2工区（東新居）� 一宮町東新居� 12,800,000� 12,300,000� ㈱佐野緑化土木� 〃

下水道関連送・配水管布設替工事（石和1工区）� 石和町四日市場� 17,000,000� 15,900,000� （有）宮下設備� 〃

区画道路２号線(2工区)道路築造工事� 石和町松本� 23,700,000� 22,300,000� （株）栗田工業� 〃

平成20年度鶯宿中芦川林道開設工事� 芦川町中芦川� 33,000,000� 31,680,000� （株）飯塚工業� 〃

小型動力ポンプ付積載車� 八代町奈良原� 7,300,000� 7,100,000� 東八防災（株）� 平成20年9月4日

水槽付ポンプ車� 石和町井戸� 20,000,000� 19,470,000� 東八防災（株）� 〃

笛吹市下水道地震対策緊急整備計画策定業務委託� 笛吹市� 7,150,000� 6,400,000� 日本水工設計（株）山梨事務所� 〃

区画道路2号線に伴う配水管布設工事� 石和町松本� 1,470,000� 1,420,000� 石原設備� 〃

舗装本復旧工事第８工区(一宮)� 一宮町国分� 7,820,000� 7,540,000� 昭和建設株式会社� 〃

舗装本復旧工事第７工区(一宮)� 一宮町国分� 15,800,000� 15,300,000� （株）日昇建設� 〃

広瀬地内水路改修工事� 石和町広瀬� 10,370,000� 10,000,000� （有）末木建設� 〃

市道八代2号線外側溝改修工事� 八代町高家� 11,700,000� 11,400,000� 望月建設工業（株）� 〃

下水道管渠布設工事第１８工区（石和）� 石和町四日市場� 17,000,000� 16,150,000� （株）岡工務所� 〃

下水道管渠布設工事第４工区（八代）� 八代町岡� 19,250,000� 18,300,000� 矢崎興業（株）� 平成20年9月4日※

80６号線改良工事� 八代町竹居� 30,770,000� 29,200,000� （株）中村工務店� 〃

舗装本復旧工事第10工区（一宮）� 一宮町北都塚� 1,830,000� 1,770,000� 塩山鋪装（株）� 平成20年9月11日

石和地内舗装工事� 石和町窪中島・小石和� 2,960,000� 2,850,000� （株）日昇建設� 〃

舗装本復旧工事第11工区（一宮）� 一宮町坪井� 4,020,000� 3,890,000�� 〃

舗装本復旧工事第9工区（一宮）� 一宮町田中� 5,170,000� 5,000,000� 中央舗道建設（有）� 〃

市道石和100号線改良工事（3工区）� 石和町川中島� 8,250,000� 8,000,000� （株）小越建設� 〃

下水道管渠布設工事第10工区（一宮）� 一宮町末木� 11,600,000� 11,200,000� （株）佐野緑化土木� 〃

市道石和515号線道路改良工事� 石和町小石和� 19,600,000� 16,660,000� 中央舗道建設（有）� 平成20年9月11日※

今井川改修工事第６工区� 石和町今井・河内� 87,000,000� 83,500,000� （株）窪川組� 〃

（株）ＮＩＰＰＯコーポレーション
　　山梨統括事業所

（株）ＮＩＰＰＯコーポレーション
　　山梨統括事業所

（金額は税抜き価格です）

※総合評価落札方式による。

　１２月１日、全国で５年に一度の住生活総合調査が行われます。これは、住生活の安定・
向上を目的とする総合的な施策を推進するための大切な調査です。
　１１月２４日から１２月７日までの間、統計調査員証を持った調査員が、対象となった
お宅に伺いますので、ご協力をお願いします。

国土交通省　山梨県　笛吹市
■問合せ先
・市建設部　まちづくり整備課　計画指導担当　☎０５５(２６１)３３３４
・山梨県　県土整備部　住宅課　　　　　　　　☎０５５(２２３)１７３１

　
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
災
予

防
思
想
の
一
層
の
普
及
を
図
り
、
火
災
発
生
を
防
止
し
、
高
齢
者
な
ど
の
火
災
に
よ
る
死
者
の

数
を
減
少
さ
せ
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
。

②
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
は
燃
え
や
す
い
物
を

置
か
な
い
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
を
離
れ
る
時
は
、
必
ず
火
を

消
す
。

④
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

⑤
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

⑥
火
災
が
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住

宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

⑦
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る

た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

�
�

�

　○
広
報
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
配
布

各
種
防
火
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
各
事
業
所

等
に
配
布
し
、
火
災
予
防
啓
発
に
努
め
る
。

○
独
居
老
人
宅
の
防
火
診
断

独
居
老
人
宅
を
訪
問
し
、
住
宅
防
火
診

断
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
防
火
指
導

を
す
る
。

○
移
動
タ
ン
ク
貯
蔵
所
な
ど
の
立
入

検
査

危
険
物
の
移
送
や
運
搬
に
お
け
る
事
故

防
止
の
た
め
、
安
全
確
保
の
徹
底
を
図
る
。

○
防
火
ポ
ス
タ
ー
展

管
内
小
学
校
に
防
火
ポ
ス
タ
ー
作
成
を

依
頼
し
、
防
火
ポ
ス
タ
ー
を
管
内
の
集

客
場
に
展
示
す
る
。

　
災
害
・
救
急
活
動
は
、
１
分
１
秒
を
争
う

時
間
と
の
勝
負
で
す
。
通
報
者
が
慌
て
て
い

て
場
所
や
状
況
を
正
し
く
伝
え
ら
れ
な
い
場

合
、
消
防
車
両
の
現
場
へ
の
到
着
が
遅
く
な

り
、
災
害
が
拡
大
し
た
り
、
助
か
る
命
が
助

か
ら
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
１
１
９
番
通
報
時
は
、
落
ち
着
い
て
正
確

な
情
報
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
携
帯
電
話
か
ら
の
１
１
９
番
通
報

は
、
電
波
の
特
性
上
か
ら
管
轄
以
外
の
消
防

本
部
に
つ
な
が
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
現
在
地
、
内
容
、
目
標
、
携
帯
電
話
番

号
を
正
確
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

■問合せ先
　市消防本部　予防課　☎０５５(２６１)０１１９
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■�市民環境部
■�御 坂 支 所
■�一 宮 支 所
■�八 代 支 所

ごみ減量課
地 域 課
地 域 課
地 域 課

055（261）2044
055（262）2271
0553（47）1111
055（265）2111

■�境 川 支 所
■�春日居支所
■�芦 川 支 所

地 域 課
地 域 課
地域住民課

055（266）2111
0553（26）3111
055（298）2111

　
古
タ
イ
ヤ
と
バ
ッ
テ
リ
ー
の
み
を
収
集
し
ま
す
。

　
な
お
、
お
店
な
ど
事
業
に
よ
っ
て
排
出
さ
れ
た
古
タ
イ

ヤ
・
バ
ッ
テ
リ
ー
は
収
集
し
ま
せ
ん
。

　
甲
府
市
環
境
セ
ン
タ
ー
で
、
再
生
自
転
車
・
家
具
の
抽
選
販

売
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
を
行
い
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
11
月
23
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
3
時

■
場
所
　
甲
府
市
環
境
セ
ン
タ
ー（
甲
府
市
上
町
6
0
1
―
4
）

■
問
合
せ
先
　
甲
府
市
環
境
部
環
境
総
室
環
境
保
全
課

　
☎
0
5
5（
2
4
1
）4
3
1
2

�� 収集日� 　　　　�収集場所

� 石和町� 12月6日（土）� 市役所本庁舎駐車場

� 一宮町� 12月6日（土）� 福祉センター前駐車場

� 御坂町� 12月7日（日）� 御坂支所駐車場

� 八代町� 12月7日（日）� 八代支所前駐車場

� 境川町� 12月7日（日）� 境川支所裏駐車場

� 春日居町� 12月6日（土）� 春日居支所北側駐車場

� 芦川町� 12月7日（日）� ふるさと総合センター駐車場

■収集時間　午前8時～11時

　※お住まいの町だけでなく、他の収集場所も利用していただけます。

■タイヤ処理料金（1本につき）

　○自転車　　　１００円　○テイラー・リヤカー　２００円
　○軽・普通車　２００円　○大型車　　　　　　　５００円
　※タイヤはホイール付きでも可。バッテリーは無料です。

　
野
焼
き
（
地
面
に
穴
を
掘
っ
て
の
焼

却
・
ド
ラ
ム
缶
や
ブ
ロ
ッ
ク
で
囲
む
な

ど
の
簡
易
的
な
焼
却
施
設
で
の
焼
却
等
）

は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
野
焼
き
を
し
た
場
合
、
5
年
以
下
の

懲
役
ま
た
は
1
0
0
0
万
円
以
下
の
罰

金
な
ど
で
処
罰
さ
れ
ま
す
。

　
近
隣
住
宅
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
、
農
家
で
伐
採
し
た
剪
定

（
せ
ん
て
い
）
枝
や
ど
ん
ど
焼
き
、
小
規
模
な
落
ち
葉
の
た
き

火
な
ど
の
例
外
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
タ
イ
ヤ
や
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
は
絶
対
に
焼
却
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
で
あ
る
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ

ビ
、
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
の
特
別
収
集
を
12
月
に
行
い
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
次
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　生涯学習の機会の充実を目的に開講している市民講座には、スコレー大学などの市民一般向け

講座と地域講座があります。地域講座では、各地区担当の生涯学習コーディネーターが、地域の

高齢者と子どもを対象に幅広い分野の教室を開いています。その一つに親子や子どもの料理教室

があります。

　この教室では、生涯学習コーディネーターと市健康づくり課が連携することで、各地域の食生

活改善推進員に協力していただき、バランスの良い食べ方や食事のマナー等の食習慣を勉強する

だけでなく、食の歴史や文化を学ぶなどの「食育」に取り組んでいます。

　今年の夏休みの料理教室では、スープカレー

と水菜サラダとフルーツラッシーを作りました。

教室で聞こえる「先生玉ねぎが目にしみる」、「先

生もう食べてもいいの」という子どもたちの声。

できあがった料理をみんなでおいしく食べました。

　参加した子どもたちは、友だちと食べる楽し

さや地域の役員との交流を経験するばかりでなく、

後片付けなどの作法も身に付けた様子でした。

■問合せ先　市境川支所　地域課

　　　　　　生涯学習コーディネーター（土橋）

　　　　　　☎０５５(２６６)２０１４

　
当
博
物
館
開
館
20
周
年
を
記
念
し
て
、

12
月
８
日
ま
で
特
別
展
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
回
の
展
示
で
は
、
な
か
な
か
見
ら

れ
な
い
新
潟
県
の
火
炎
土
器
な
ど
を
展
示

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
を
込
め
て
、

11
月
中
は
笛
吹
市
・
甲
州
市
民
の
方
は
入

館
無
料
で
す
。

　
開
館
記
念
日
の
11
月
３
日
は
、
全
て
の

方
が
入
館
無
料
に
な
り
ま
す
。

■
内
容
　
収
蔵
庫
特
別
公
開
・
薄
茶
席
サ

ー
ビ
ス
（
先
着
２
０
０
人
）
・
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
と
「
お
お
む
か
し
の
人
の
絵
」

表
彰
式
・
ど
ぐ
う
作
り
（
午
後
）

　
水
煙
文
（
す
い
え
ん
も
ん
）
土
器
や
火

炎
土
器
な
ど
、
縄
文
土
器
に
込
め
ら
れ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
探
り
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
８
日（
土
）午
後
１
時
30
分
〜

■
講
師
　
小
野
正
文
氏
（
山
梨
県
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー
次
長
）

■
定
員
　
50
人
（
要
事
前
申
し
込
み
）

　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
で
す
。

■
参
加
費
　
無
料

　
身
近
に
あ
る
「
す
ご
い
こ
と
」
を
発
見

し
よ
う
！
今
回
は
、
青
楓
美
術
館
や
中
尾

神
社
な
ど
の
周
辺
を
探
検
し
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
29
日（
土
）午
前
９
時
〜

　（
雨
天
の
場
合
は
翌
日
に
延
期
）

■
定
員
　
30
人
（
要
事
前
申
し
込
み
）

　
※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
で
す
。

■
参
加
費
　
無
料

■
持
ち
物
・
服
装
　
お
弁
当
・
水
筒
・
帽

子
・
タ
オ
ル
・
歩
き
や
す
い
服
装

■
開
館
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

▽
休
館
日
　
火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日

　（
土
日
は
除
く
）

■
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生
　
２
０
０
円

　
小
中
高
生
　
　
　
１
０
０
円

※
ご
来
館
の
際
、
釈
迦
堂
遺
跡
博
物

館
利
用
券
（
キ
ッ
ズ
・
パ
ス
ポ
ー

ト
）
を
お
持
ち
の
小
学
生
は
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
同
伴
の
方
も

無
料
に
な
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）３
３
３
３
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準優勝した石和分団の選手たち

　
９
月
７
日
、
中
央
市
の
消
防
学
校
で
山
梨

県
消
防
団
員
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
大
会
に
は
、
県
内
の
８
支
部
の
代
表
16

消
防
団
（
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
、
小
型
ポ
ン

プ
操
法
の
部
各
８
消
防
団
）
が
出
場
。
笛
吹

支
部
か
ら
は
石
和
・
八
代
両
分
団
の
選
手
が

出
場
し
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で
、
石
和

分
団
が
見
事
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

　
優
　
勝
　
山
梨
市
消
防
団

　
準
優
勝
　
笛
吹
市
消
防
団
・
大
月
市
消
防
団

○
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

　
優
　
勝
　
南
ア
ル
プ
ス
市
消
防
団

　
準
優
勝
　
昭
和
町
消
防
団
・
鰍
沢
町
消
防
団

作品を囲んで受賞を喜ぶデイケアの仲間たち

　
９
月
３
日
か
ら
７
日
ま
で
、
山
交
百
貨
店

で
山
梨
県
障
害
者
文
化
展
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
同
文
化
展
で
は
、
笛
吹
市
精
神
障
害
者

デ
イ
ケ
ア
の
皆
さ
ん
が
出
品
し
た
「
私
た
ち

の
22
種
の
野
菜
ツ
リ
ー
」
が
、
「
そ
の
他
部

門
」
で
最
優
秀
賞
で
あ
る
知
事
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　
作
品
は
、
一
つ
一
つ
手
作
り
し
た
紙
粘
土

の
野
菜
が
飾
ら
れ
た
立
体
的
な
ツ
リ
ー
で
、

完
成
ま
で
に
４
カ
月
か
か
り
ま
し
た
。

　
審
査
委
員
長
は
、
「
皆
さ
ん
の
思
い
思
い

の
愛
を
こ
め
た
野
菜
の
一
つ
一
つ
が
、
実
に

立
体
感
を
も
っ
て
、
生
き
生
き
と
明
日
の
希

望
を
語
っ
て
い
る
。
世
代
を
超
え
た
心
の
弾

み
を
伝
え
て
い
ま
す
」
と
講
評
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
か
え
で
支
援
学
校
高
等
部
の
小
沢

里
奈
さ
ん
が
描
い
た
絵
画
「
ア
リ
エ
ル
」
も
、

教
育
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

白熱した卓球男子の試合

　
９
月
13
日
か
ら
22
日
ま
で
「
第
61
回
山
梨

県
体
育
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
、
各
会
場
で
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
笛
吹
市
は
、
夏
季
大
会
も
合
わ
せ
て
、
男

子
27
種
目
、
女
子
15
種
目
の
競
技
に
出
場
し
、

市
の
部
で
総
合
準
優
勝
と
い
う
好
成
績
を
収

め
ま
し
た
。

　
主
な
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
優
勝
（
９
競
技
10
種
目
）

ゴ
ル
フ
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
女
子
・
相
撲
・

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
男
女
・
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス

男
子
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子
・
卓
球
男
子
・

空
手
・
ラ
イ
フ
ル
射
撃

■
準
優
勝

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
女
子
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

女
子
・
ラ
グ
ビ
ー
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
・
テ
ニ

ス
男
子

■
第
３
位

　
サ
ッ
カ
ー
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子

　　
９
月
１
日
か
ら
30
日
ま
で
の
１
カ
月
間
、

御
坂
町
で
、
み
さ
か
ぶ
ど
う
祭
り
（
御
坂
町

観
光
協
会
フ
ル
ー
ツ
部
会
主
催
）
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　
15
日
に
は
、
祭
り
の
一
環
と
し
て
、
み

さ
か
桃
源
郷
公
園
で
抽
選
会
や
巨
峰
種
飛

ば
し
大
会
を
開
催
。
参
加
者
は
、
景
品
と

し
て
ワ
イ
ン
や
ブ
ド
ウ
果
汁
な
ど
の
特
産

品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
う
れ
し
そ
う
に

受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

大人も子どもも参加した種飛ばし大会

　
今
年
４
月
か
ら
１
年
間
の
予
定
で
、
中
国

の
観
光
関
係
の
専
門
学
校
生
46
人
が
、
石
和

温
泉
郷
で
接
客
な
ど
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　
日
本
の
「
お
も
て
な
し
の
心
」
に
基
づ
き
、

研
修
生
た
ち
は
最
初
の
１
カ
月
は
身
だ
し
な

み
や
あ
い
さ
つ
な
ど
の
接
客
の
基
本
と
日
本

語
を
学
び
、
現
在
は
石
和
温
泉
旅
館
協
同
組

合
に
加
盟
し
て
い
る
旅
館
で
、
実
務
研
修
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
９
月
24
日
に
は
、
中
国
山
西
省
教
育
庁
と

同
専
門
学
校
の
学
院
長
ら
が
訪
日
し
、
研
修

状
況
の
確
認
と
関
係
団
体
へ
の
表
敬
訪
問
を

行
い
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
研
修
生
た
ち
が
学
ん
だ
こ
と
を

生
か
し
て
中
国
で
活
躍
す
る
と
と
も
に
、
石

和
温
泉
へ
の
観
光
誘
客
の
架
け
橋
に
な
っ
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

地域活性化に貢献した春日居クラブ

横内知事から賞状が手渡されました

花束を受け取る市内最高齢者の海埜つるさん

　
９
月
15
日
・
16
日
、
「
敬
老
の
日
」
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
荻
野
市
長
ら
関
係
者
が
、

市
内
に
住
む
１
０
０
歳
以
上
の
方
を
対
象
に

慶
祝
訪
問
し
ま
し
た
。

　
対
象
と
な
っ
た
長
寿
者
に
は
、
祝
い
金
、

花
束
や
市
内
小
学
生
か
ら
の
手
紙
、
敬
老
の

し
お
り
な
ど
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
長
寿
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
長
寿
の
秘

訣
（
ひ
け
つ
）
に
つ
い
て
、
「
出
か
け
る
こ

と
が
楽
し
み
で
」、「
何
で
も
よ
く
食
べ
る
こ

と
」
な
ど
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
市
内
最
高
齢
者
は
１
０
６
歳
の
海

埜
つ
る
さ
ん
（
石
和
町
）
で
、
男
性
最
高
齢

者
は
１
０
１
歳
の
石
　
　
太
郎
さ
ん
（
御
坂

町
）
で
す
。

中国関係者訪日歓迎レセプションに出席する研修生たち

講師からポプリ作りを教わる会員たち

　
８
月
30
日
、
笛
吹
ロ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
（
須
田

和
美
会
長
）
で
は
、
市
内
ホ
テ
ル
で
バ
ラ
の

ポ
プ
リ
講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。
ポ
プ
リ
と

は
香
り
を
楽
し
む
も
の
で
、
花
や
葉
、
果
皮

を
乾
燥
さ
せ
て
ハ
ー
ブ
や
ス
パ
イ
ス
な
ど
を

混
ぜ
合
わ
せ
て
作
り
ま
す
。

　
講
習
会
で
は
、
会
員
た
ち
は
、
講
師
の
清

水
き
く
子
さ
ん
か
ら
ポ
プ
リ
の
種
類
な
ど
に

つ
い
て
聞
い
た
後
、
持
ち
寄
っ
た
バ
ラ
の
花

び
ら
を
使
っ
た
ポ
プ
リ
づ
く
り
の
方
法
を
学

び
、
ま
た
、
バ
ラ
の
花
び
ら
に
香
料
を
混
ぜ

合
わ
せ
て
瓶
詰
め
に
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
同
ク
ラ
ブ
で
は
、
ポ
プ
リ
を
熟
成

さ
せ
て
か
ら
袋
詰
め
に
し
て
、
石
和
温
泉
駅

で
市
民
や
観
光
客
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
予
定

で
す
。

　
９
月
11
日
、
春
日
居
ク
ラ
ブ
が
「
平
成
20

年
度
住
み
よ
い
県
土
建
設
週
間
に
お
け
る
ま

ち
づ
く
り
功
労
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
で
は
、
春
日
居
地
区
を
訪
れ
た

人
た
ち
に
、
桃
収
穫
・
瓶
詰
め
加
工
な
ど
の

農
業
体
験
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
、

桃
カ
レ
ー
の
開
発
を
通
じ
て
、
地
元
住
民
や

自
然
・
歴
史
に
触
れ
て
も
ら
う
た
め
の
お
も

て
な
し
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
賞

は
、
こ
れ
ら
の

活
動
が
、
地
域

活
性
化
と
ま
ち

づ
く
り
に
大
き

く
貢
献
し
て
い

る
こ
と
が
評
価

さ
れ
た
も
の
で

す
。



○
石
和
図
書
館

４
日（
火
）・
10
日（
月
）・
17
日（
月
）・

25
日（
火
）�

�
�

�

○
御
坂
図
書
館

５
日（
水
）・
12
日（
水
）・
19
日（
水
）・

26
日（
水
）・
28
日（
金
）

○
一
宮
図
書
館

４
日（
火
）・
10
日（
月
）・
17
日（
月
）・

24
日（
月
）・
28
日（
金
）

○
八
代
図
書
館

３
日（
月
）・
10
日（
月
）・
17
日（
月
）・

24
日（
月
）・
28
日（
金
）

○
境
川
図
書
室

２
日（
日
）・
３
日（
月
）・
９
日（
日
）・

16
日（
日
）・
23
日（
日
）・
24
日（
月
）・

30
日（
日
）

○
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

４
日（
火
）・
10
日（
月
）・
17
日（
月
）・

25
日（
火
）・
28
日（
金
）

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

　
11
月
13
日（
木
）・
27
日（
木
）午
前
11
時
か
ら

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　
11
月
６
日（
木
）・
20
日（
木
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

11
月
１
日
（
土
）・
８
日
（
土
）・
15
日
（
土
）・

22
日（
土
）・
29
日（
土
）

　
午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分

　
午
後
の
部
　
２
時
〜
２
時
30
分

●
や
き
い
も
・
パ
ー
テ
ィ

　
11
月
13
日（
木
）午
前
11
時
か
ら

　　●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

　
11
月
11
日（
火
）・
25
日（
火
）

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

（
こ
の
日
以
外
に
も
要
望
が
あ
れ
ば
本
の

読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
）

●
楽
蔵（
お
話
・
工
作
・
映
画
会
）

　
11
月
１
日（
土
）午
後
２
時
か
ら

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム
（
大
人
の
た
め
の
い
や
し

の
時
間
）

　
11
月
21
日（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご

　
11
月
５
日（
水
）

　【
あ
ん
よ
】午
前
10
時
15
分
〜
10
時
45
分

　
　（
１
歳
６
カ
月
児
〜
３
歳
児
）

　【
だ
っ
こ
】午
前
11
時
〜
11
時
30
分

　
　（
０
歳
児
〜
１
歳
５
カ
月
児
）　

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　
11
月
８
日（
土
）午
後
２
時
か
ら

●
お
は
な
し
の
ぶ
ら
ん
こ

　
11
月
16
日（
日
）午
後
２
時
か
ら

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル
　
〜
お
は
な
し
会
〜

11
月
２
日
（
日
）・
９
日
（
日
）・
16
日
（
日
）・

23
日（
日
）・
30
日（
日
）

午
後
２
時
か
ら

●
プ
レ
マ
マ
　
〜
マ
タ
ニ
テ
ィ
支
援
〜

　
11
月
14
日（
金
）・
21
日（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

　（
今
月
は
、第
２
・
３
金
曜
日
開
催
）

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会

　
11
月
８
日（
土
）午
後
１
時
30
分
か
ら

●
あ
か
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

11
月
５
日
（
水
）・
12
日
（
水
）・
19
日
（
水
）・

26
日（
水
）

午
前
11
時
か
ら

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

11
月
８
日（
土
）午
後
２
時
か
ら

（
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
）

●
お
は
な
し
の
へ
や�

も
も（
乳
幼
児
向
け)

11
月
11
日（
火
）�

・
18
日（
火
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！

　
11
月
８
日（
土
）午
前
10
時
30
分
か
ら

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

　
11
月
15
日（
土
）午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
さ
く
ら
ん
ぼ�

　
11
月
22
日（
土
）午
前
10
時
30
分
か
ら

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も
た
ち

だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・
公
民
館
ま
つ
り
・

老
人
ホ
ー
ム
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
・
病
院

な
ど
に
出
向
き
、
年
配
者
の
方
々
に
も
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
要
望
が
あ

れ
ば
随
時
出
前
お
は
な
し
会
を
行
い
ま

す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け
に
な

り
た
い
方
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
石
和
図
書
館（
担
当�

石
倉
）

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

　保存期間を経過した雑誌・廃棄された一般図書・児童図書などが、
100円で袋に詰め放題です。家族そろってお出かけください。
■場所・日時
○一宮図書館　　11月 3日（月）　午前9時30分～午後5時
○春日居図書館　11月15日（土）・16日（日）　午前10時～午後5時
○八代図書館　　11月30日（日）　午前10時から

　読書の秋・食欲
の秋です。図書館
で焼きいもをしま
しょう。
■日時　11月13日（木）
　　　　午前11時から
■場所　ふれあい広場
　　　　(石和図書館南）

　11月3日に開館7周年を迎える一宮図書館で記念パーティを
開きます。有志による生演奏カルテットもありますので、皆
さんぜひお出かけください。
■日　時　11月3日（月）午後2時から
■場　所　一宮図書館玄関前
■内　容　素敵な音楽や朗読ライブ、お友だちとティータイ

ムを過ごしませんか。
■入場料　無料

―山梨県立科学館天文ボランティアによる観望会―
　冬の夜空は、より美しい星座や星雲・星団が楽しめます。また、この時期に
は、西の空に細い月も見ることができます。
　デジカメで天体写真を撮りましょう。

■日　時　12月2日（火）午後7時～8時30分
　　　　　※悪天候の場合は中止
■場　所　学びの杜みさか・御坂図書館
■定　員　50人（大人の方限定）
■参加費　無料
　※事前申し込みが必要です。定員になり次第、締め切りになります。
■申込・問合せ先　御坂図書館　☎055(263)0363
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❷題名「緑生」　作者　玄間正吾氏
❶題名「相関」　作者　木下宏氏

❺題名「兎突猛進」　作者　深山香里氏

❹題名「我」���作者��遊木幸三氏❸題名「ひまわり」　作者　和田政幸氏

記後集編

　市民の皆さんに質の高い芸術・文化

に触れていただくために、石和温泉駅

入口交差点に１点、遠妙寺交差点に４

点の彫刻を新たに展示しました。なお、

❶❸❹❺の彫刻は（財）北野財団生涯教

育振興会から、❷の彫刻は玄間圭介氏

から寄付していただきました。

▼このページに掲載した彫刻を実際に見た知
人がいたので、感想を聞いてみました。同じ
ものを見たにも関わらず、その人の感想と私
の感想はそれぞれ違うものでした。「私には
こんな動物に見えるな」「テレビに出ていた
こんな空想上の生き物に見えましたよ」見る
人が違えば、見え方も違うものですね。やは
り、100人の人がいれば、100通りの見え方

や感じ方があるのでしょうか。ほかに周りの
人で見た人がいないかどうか、これから聞い
てみようと思っています。皆さんの目には、
これらの彫刻はどのように映るのでしょうか。
通りかかることがあれば、ぜひ彫刻を探して
みてください。

（H）
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